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序

本県は、埋蔵文化財の宝庫と言われるとおり、古くは旧石器時代から平安時代までの遺櫛や遺物が数多く

確浬されています。このような先人の残した貴煎な文化遺産を保護し、後世に伝えていくことは全県民に課

せられた責務であります。また、一方では幹線道路網や農業基盤整嗣など、社会資本を充実させることも行

政上の重要な施策であります。しかし、このような開発行為力哩蔵文化財の保護・保存と、より調和のとれ

た地域開発を推し進めることが今日的な課題であります。

財団法人岩手県文化振興耶業団では、埋蔵文化財センター創設以来、岩手県教育委員会による澗整と指導

のもとに、やむを得ず消滅する県内各地に所在する遺跡の発掘調査をおこない記録保存に努めて参りました。

本報告書は、緊急地方道路整備事業に伴い江刺市稲瀬に所在する広岡前遺跡の発掘調査を実施した成果を

記したものです。

今回の澗査では、多くの成果を挙げることができましたが、中でも平安時代を中心とした集落遺跡である

ことが明らかになりました。

現地での発掘調査および報告瞥作成にご協力を賜りました水沢地方振興局土木部、江刺市教育委員会をは

じめとして、 |則係各位に心より鵬鮒申し上げます。

おわりに、本普が広く活用され、埋蔵文化財に対する理解と関心をいっそう深めることに寄与することを

切に希望いたします。

平成15年5月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長合田武



例 言

本報告啓は、岩手県江刺市稲瀬字広間前246-143ほかに所在する広岡前遺跡の発掘調査結果を収録した

ものである。

本遺跡の発掘澗査は、緊急地方道路整側事業に伴い遺跡の一部が淵減するため、記録保存を目的として

実施した緊急発掘澗在である。捌査は、水沢地方振興局土木部と岩手県教育委員会生涯学習文化課の協

議を経て、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが担当した。

岩手県避跡畿録台峻幾戦の適跡番号はME96-0399、遺跡略号はHOM-02である。

発掘澗査の期|m・担当者・澗壷対象而欄は次のとおりである。

平成14年9月17日～平成14年11月28日調査第1課福島正和・江藤敦3,510nf

室内整理の期冊・担当者は次のとおりである。

平成14年11月1日～平成14年2月28日調査第1課福島正和

基地点の測斌・打股は、有限会社北上測通設計に委託した。

野外調査および室内整理・報告書作成にあたり、次の方々から指導・助言・協力をいただいた。 （順不

同・敬称略）

中村英俊・鎌、勉･H下和寿（將手県教育委貝会)、千葉達也・及川洵・野坂晃平・佐臘好幸（江

刺市教育委員会)、伊臘武士（秋田市教育委員会)、井上雅孝（滝沢村教育委員会）

野外調査では地元江刺市教育委員会・㈱丸謙建設．近隣住民の方々に多大なるご協力をいただいた。

本報告僻の執簸・絹集・校正は当センター臨時職貝の協力を得て、福烏が担当した。

本報告番では、国土地理院発行の次の地形図を使用した。

1 :2,5000陸中江刺

土色及び土器の色測は、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所色票監修による

『新版標単土色帖」2002年度版に準拠した。

調査で出土した遺物および調査の記録は、岩手県立埋蔵文化財センターで保管している。広く活用され

たい。

潤在成果の概略については「平成14年度岩手県埋蔵文化財発掘調査略報」においても公表したが、渦充

に関する記戦内容については本報告をもって正とし、すべてにおいてこれを優先する。
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I 調査に至る経過

近年の道路交通邪情を考慮し、岩手県内各地で緊急地方道路整備事業が計画、実施されている。県道一関

北上線も整側蛎業の対象とされ、計画が進められた。この道路は、一関市街地から柵ノ瀬橋を渡り平泉町、

前沢町、水沢市、江刺市の各市町村を経由北上し、北上市に至る総延畏約50kmの区|Ⅲである。このうち、江

刺市岩谷堂地区から稲潮地区を走る区間において、緊急に整備すべき道路として車道の拡幅及び歩道の設置

が計画された。安全かつ円滑な通行を欲する地元要望も強く、事業に関して大きな期待が寄せられた。

この珊業に伴う埋蔵文化財の取り扱いについては岩手県水沢地方振興局土木部と岩手県教育委貝会との|川

で亜ねて協縦された。岩手県教育委員会生涯学習文化課によって遺跡の範囲及び避跡の性格を把握するべく

試掘調査が行われた。試掘調査は、先行して水田部分を行い、宅地部分は用地買収契約及び立ち退きの完了

後に行われた。試掘調査では、広岡前遺跡の範囲内3,150㎡において通柵、遺物が確秘され、平安時代の典落

過跡が予想された。拭掘澗査の結果を受け、広岡前適跡の本格的な発掘澗在を㈱岩手県文化振興馴業団埋蔵

文化財センターが受既事業としておこなうこととなり、岩手県教育委員会と岩手県水沢地方振興局土木部と

の間で平成14年度の事業として確定に至った。

これを受け、平成14年4月1日水沢地方振興局と伽岩手県文化振興蛎業団との|Ⅲで委洗契約を締結し広岡

前遺跡の発掘調在を実施することになった。発掘調査は平成14年9月17日から同年ll月28日のIMI実施し、室

内での整理作業は平成14年11月29日から平成15年2月28日の間実施した。報告害は平成15年度に刊行するこ

とにした。 （岩手県水沢地方振興局土木部）

Ⅱ遺跡の立地と環境

1 ．地理的環境

岩手県北部の山地から宮城県北東部に向け流れる北上川は、幾度も蛇行を繰り返しながら岩手県を縦走し、

宮城県石巻市追波湾の河口より太平洋に注ぎ出る。この北上川は、東西両側に高く連なる北上山地と奥羽山

脈から派生する大小の河川と何庇も合流しながら両岸の河川流域にいくつもの大きな沖稲平野を形成してい

る。中でも北上川中流城には、発述した沖祇平野が東西両岸Ⅲlわず多く存在する。

北上川中流域には、西に連なる奥羽山脈から派生する和賀川と合流する地点があり、この地点より4.5km下

流から北上川自身が砂州を形成しながら大きく蛇行を繰り返す。同時にその東岸は、他ではみられない程の

広大な沖祇平野がみられる。この沖禰平野は、現在の北上市と江刺市との境界あたりから10km以上南にまで

伸び、北上川から般大で約4km東まで及ぶ。この平野は、現在の標高約40m～50mを測り、北上川中流域の

沖積平野の中でも特に大規模に発達した平野である。この広大な沖穣平野は、俗に江刺平野と呼ばれ、大部

分が北上川の沖欄作用によって形成されたものと考えられる。しかし、平野部の中央を南北に流れる広瀬川

とそれよI)やや南を流れる人首川の複雑な旧河道も作用していると考えられる。江刺平野は、東側に大きく

膨らみ、低位段丘面が平野東側縁辺を帯状に縁取る。この低位段丘面は蟻を形成しながら標高が高くなり始

め、やがて段丘から丘陵地へと姿を変える。この丘陵地は、標高100m～140m程度の底平な北上lll地へと続

き、広大な江刺市の大半部分を占める。丘陵地には大小幾筋もの谷がみられ、北東から北上川に流れ込む広

瀬川や束から流れ込む人首川、伊手川などのやや小規模な河川が谷筋を形成している。

－1－



今同調査をおこなった広岡前遺跡は、岩手県江刺市稲瀬字広岡前に所在する。遺跡の所在する江刺市稲瀬

地区は、江刺市北西部隅の一角に位侭する地区北端は北上Tliと、西端では北上川を挟んで金ヶ崎町と、南

端はで江刺市愛宕地区や同市岩谷堂地区と接している。稲瀬地I)<は江刺平野のおよそ北半を占め、広岡前遺

跡は江刺平野の中心よりやや北寄りの地点に位置する。遺跡の約1knl東には広瀬川が流れ、約1.5kn,西には北

k川が流れ、北には段丘崖がある。江刺平野北半は、広瀬川の旧河道や氾濫原が複雑に入り組んだ状態で存

在していることがわかっている。そのため平野の'1]には旧河道によって形成された自然堤防状の微高地が点

在する。広岡前遡跡は、このような砂やシルトを基盤とする#'l1棚苗から柵成された微商地に立地する。

図1 遺跡付彊画
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2．歴史的環境

広岡前過跡の周辺にはこれまでに調査された遺跡、周知の遺跡を含め多くの過跡が存在する。特に北上川

の沖積作用により形成きれた江刺平野には古代を中心に多くの璽要な遺跡が確哩されている。広岡前遺跡の

所在する江刺市稲瀬地区は、江刺平野の広瀬川北側に位置する。広岡前遺跡周辺には大文字過跡、十三遺跡、

宝禄遺跡、三丁遡跡、天竺老婆遺跡などがいずれも古代の遺跡として確遡されている。平安時代が中心時期

となる辿跡が多く、周辺には平安時代の集落が点在していた可能性が高いと考えられる。しかし、群細の判

明している過跡が決して多くないため、集落のあり方や厳密な時期など不明な点が多い。古代以前の遺跡と

しては、五十瀬神社前過跡や瀬谷子遺跡が縄文時代の遺構や遺物が確認されている。五十瀬神社前遺跡では、

縄文時代中期末の土器と住居が2棟確認されており、瀬谷子遮跡では、繩文時代後期の土器が少最出土して

いる。現在知られている限りでは、五十瀬神社前遺跡は江刺平野における鹸古の過跡である。集落以外の遺

跡としては、稲瀬古墳群や瀬谷子窯跡群が挙げられる。広岡前遺跡の北約2kmの段丘上に位置する稲瀬古墳

群は、古墳群であるという以外詳細は不明である。一方、瀬谷子窯跡群は、これまでに100韮を超える窯跡

が確腿されており、古代の土器や瓦を焼成した大規模な生産地である。無跡群は、広岡111週跡の北約l.8kmの

段丘上に位髄する。この瀬谷子窯跡群は東北地方屈指の土器生産週跡であり、周辺地域を中心に各地へ製品

を供給していたことが判明している。古代の集落では、瀬谷子窯跡群のある張り出した丘陵先の平野で谷地

遡跡がある。谷地過跡では平安時代の竪穴住居が検出されており、過跡の立地から瀬谷子辮跡群との関連性

が注目される。その他には、瀬谷子窯跡群にほど近い餌羽衣台遺跡で平安時代半ばから末にかけての集落が

調査されている。稲瀬地区では平野部微高地上を中心に古代の遺跡が点在するが、遺跡の分布状況及び周辺

地形を考慰すると今後未知の過跡が発見される可能性は高いと思われる。

稲瀬地区の南に隣接する愛宕地区では、弥生時代から古代を中心に多くの虹要な遺跡が確遡されており、

稲瀬地区に比べ過跡の詳細な内容が知られている。古代以前では、弥生時代前期の遺跡である沼の上遺跡が

知られている。沼の上遺跡では、住居などの性格明瞭な遺榊はみられないものの築石過柵や多くの弥生土器

や石器が出土しており、付近に弥生時代の集落が存在することを示唆している。弥生時代以降、奈良時代以

前の江刺平野の梯子は、遺跡が確認されておらず判然としていないが、奈良時代の遺跡は少数ながら集落過

跡が確認されている。宮地過跡、力石Ⅱ遺跡、落合Ⅲ遺跡では、わずかながら奈良時代の竪穴住居が検出さ

れている。これらの避跡では平安時代の竪穴住居が多数存在している。また、後中野遺跡では8世紀代に営

まれた耕作地が検出されている。平安時代の遺跡は油ノ巣館過跡、力石I ･Ⅱ通跡、兎I ． Ⅱ過跡、落合I ．

Ⅱ．Ⅲ逝跡、朴ノ木遡跡、宮地遺跡、栄町遺跡、中屋敷遺跡など多数が平安時代の染落として挙げられる。

特に、力石Ⅱ遺跡では、竪穴住居跡から石帯が2点出土している。石帯は、律令体制下の官位と深く関わる

遺物であり、注目に値するものである。また、落合Ⅱ遺跡では多湿の蝿瞥土器と木簡が出土した。特に木簡

の出土は、県内初の出土であり、近在する力石Ⅱ遺跡出土の石帯と同様に律令体制中枢と深く関わる遺物と

考えられる。また、文字の伝播を探るうえで墨書土器や木簡などの文字資料は看過できない。

江刺平野から見て北上川対岸に位世する水沢市では、 802年に設慨された胆沢城跡が過去に度々発掘調査

されており、亜要な過柵や過物が数多く知られている。この胆沢城股世と前後して江刺平野における集落は

激畑する傾向にあり、以前から胆沢城設置を契機に周辺地域での開発が進み、急激に人口が増加した可能性

があると考えられている。また、発達した江刺平野は耕作などの生産地として、急激な人口墹加に耐えうる

土地であったのかもしれない。
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図3周辺の遺跡
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胸 遺 跡 名 主な時代

1 広岡前遺跡 古代

2 十三遺跡 縄文・古代

3 大文字遡跡 古代

4 宝禄過跡 古代

5 稲瀬小学校遺跡 古代

6 稲瀬中学校遡跡 古代

7 深山古館 古代

8 鯛羽衣柵 中世

9 稲瀬古墳群 古代

10 瀬谷子窯跡群 古代

11 三丁遡跡 古代

12 天竺老婆遺跡 古代

13 沼館過跡 中世

14 沼の上遺跡 弥生

15 沼尻遺跡 古代

16 別当遡跡 古代

17 沼の上H遡跡 古代

18 東1111避跡 古代

19 百巡寺遺跡 古代

20 宝性寺跡 縄文・古代

21 根岸遺跡 縄文・古代

22 根岸洞穴 縄文

23 駒込過跡 古代

24 北天間I遡跡 古代

25 北天ⅢIⅡ週跡 古代

26 阿弥陀堂跡 古代

27 林適跡 古代

28 馬場先遺跡 古代

29 馬場先H週跡 古代

30 二本木I遺跡 古代

31 二本木Ⅱ遺跡 古代

32 新川I遺跡 古代

33 新川Ⅱ過跡 古代

34 新川Ⅲ過跡 古代

35 北八日市過跡 古代

36 宮地遺跡 古代

37 佐野平館 古代

38 寺岡寺跡 古代

39 佐野山遺跡 古代

40 庚申沢遺跡 古代

41 板橋遺跡 古代

42 胆沢城過跡 古代



Ⅲ調査の方法

1 発掘調査の方法

今河、発掘澗査をおこなった範囲には現道部分を含まないため、渦査区は現道部分によって3地区に分か

れた。この3地区に分かれた調在区は、調査藩手順に西側約400㎡をI区、北側約500㎡をⅡ区．東側約550

㎡をⅢ区と称して作業を進めた。また、 3地Iえともに洲症I又の形状が＃lll長く そのうえ国土座標の'I111級より

大きく角度を振るため調森区の形状に合わせた任意の蝉{{1点を般悩し、これらの蕪瀧点をもとに区Ⅲiを定め

て洲盃した。現地における実測及び測量作業は、 これらの雌峨点をもとにおこなった。これらの韮準点は3

級のものを2点、進地点の補助点を2点股慨し納庇を尚めることに努めた。なお、 ジ"k点及び補助点の槻il111

調査区全体図
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表2基準点・補助点座標値一覧表

値は以下の通りである。

川土週物は、これらの埜準点をもとに定めた区画の最小区画であるlOm四方を基坤に取り上げ、平面にお

けるHI土位lHの把掘に努めた。

岩手県教育委員会生挫学習文化課の試掘調査と今回の本調査による土刷の確腿により、現代の水田耕作土

及び宅地造成盛土を表土として認定し、重機により掘削および除去をおこなった。表土以下の掘削、遺櫛の

検出作業は人力でおこなった。調査区内であっても道路に近接して危険な部分や地柱、埋般物など掘削に障

害がある地点においては安全のため掘削を断念した箇所もある。週柵の命名は略号をⅢいず、通櫛潴と瀞号

で表現した。過柳その他発掘調査に際しておこなった写真撮影は、 35Inmカラーリバーサル･35mモノクロ．

6×9モノクロの各フイルムを使用した。また、デジタルカメラを補助的に用いて搬影した。過柵実測では、

実測図以外にフィールドカードや野服を補助的に使用した。

2．整理作業の方法

発捌澗在終了後、平成14年11月29日から平成15年2月28日までの期冊、室内において整理作業及び報告書

の執縦を行った。作業の概略は以下の通りである。

発掘調査に際して作成した過櫛の実測原図は、点検と修正をおこない、必要に応じて新たに修正図を作成

した。点検および修正を経た遺栂図は体裁を整えた後、浄脊し報告書に掲職する図版として完成させた。ま

た、過櫛実測原I負| ・修正図は通し符号を付し遺柵実測図台帳に登録し礎理した。発掘捌査に際して蝿影した

遺跡・過柵の写典は、 トリミング、紙焼き等の作業をおこない報告瞥に褐叙する写典図版として完成させた。

撮影した35m、 6×9モノクロのポジフイルムとネガフイルムは専用アルバムに、35mカラーリバーサルは

スライド聯用ファイルにそれぞれ整理し、登録台帳を作成後収納した。

出土した遺物は、すべて水洗をおこなった。水洗後の遺物は乾燥させ、註記した後に接合・槻元作業をお

こなった。以上の作業を終えた過物は、報告書に掲戦するものと掲戦しないものに選別し、前者は実測・写

真撮影をおこない、後者は出土地点および遺榊毎に分類し収納した。遺物実測図は、点検および修正をおこ

ない、浄桝し報告排に掲戦するI叉1版として完成させた。過物写真は、微告啓に褐戦する写典間版として完成

させた。
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占
｡■Dも 名 測地系棚類 X座標 Y服標 Z座標

基準点1
世界測地系（新）

日本測地系（旧）

-87,667.078

-87,975.253

27,489.403

27,789.621

44.390

基準点2
世界測地系（新）

日本測地系（旧）

-87,698.411

-88,006.586

27,534.600

27,834.818

44.528

雑地点3
世界測地系（新）

日本測地系（旧）

-87,673.347

-87,981.522

27,497.194

27,797.412

43.890

埜準点4
世界測地系（新）

Iﾐ1本測地系（旧）

-87,679.615

-87,987.790

27,504.986

27,805.204

43.861



3．基本層序

I区の基本届序は、 1届が旧耕作土およびそれに伴う盛土または宅地造成盛土からなる。近現代の遺物を

含み層厚は、 40～50mであった。 1層下位には鉄分、マンガン等の沈蒲用がみられた。 1闇を亜機により除

去すると遺栂検出面である。層上面が遺構検出面である2層は黄色シルトを基調としており、場所によって

は、やや砂質シルトになる。 2層の層厚は、 20～30cmを測る。屑上面より掘り込まれた過栂埋土以外で遺物

は出土しなかった。 3間も無過物の自然堆積層である。 2層よりやや灰色掛かり、どの地点においても2層

より砂質が強まる傾向にある。層厚は、 20～30cmを測る。

V V V

10YR4/2灰黄褐色
シルト

10YR4/1褐灰色
粘質シルト

l.__"_.j L 1
10YR4/4褐色砂質
シルト

ー‐

I区 Ⅱ区

図5 層序断面模式図

Ⅲ区

4．凡例と掲載表記方法

本報告書では土器の実測図は奈良文化財研究所の報告書に準拠し、原則として4分の1スケール、土器以

外の遺物は2分の1スケールで統一した。

土師器の断面は白抜き、須恵器の断面は黒塗りで分けた。

土器の調整技法の表現については、ロクロの回転力を利用した指によるナデを「回転ナデ｣、口縁部等に

みられる皮や布による横方向のナデを「ヨコナデ｣、その他の工具を使用しない通常のナデを「ナデ」 とし

た。 また、主に土師器蕊内面にみられる板状工具による不定方liﾘのナデは「ヘラナデ」とし、 ロクロの回転

力を利用した板状工具による横方向のナデを「回転へラナデ」とした。狐恵器翌の外面にみられるロクロの

回転力を利用した連続する横方向の条線は「カキ目」とした。土師器翌や須恵器蕊の体部にみられる、刻み

を入れた工具を用いて器表面をタタキ締めた痕跡は「タタキ｣、内面の当て具の痕跡は「当て具跡」 とした。

土師器坏にみられる器表面を単位の細かな工具でミガいたものを「ヘラミガキ」とし、工具を用いて、器表

面の砂粒が移動した痕跡で、不定方向にケズるものを「ヘラケズリ」とし、ロクロの回転力を利用した横方

向の「ヘラケズリ」は「回転へラケズリ」とした。

実測図での卿整の表現は、 「ヨコナデ」や「ヘラナデ」にみられる条線を表現せず、本文での記述に留め

た。また、底部の回転糸切I)跡は本文での記述、あるいは遺物観察表での表記をおこない拓影は割愛した。

ただし、底部に「ヘラ記号」がみられるものについては採拓し、実測図中に拓影を添えた。土師器の黒化処

理はアミを掛けて表現した。

－9－
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Ⅳ．検出遺構と出土遺物

1 . 1区の週栂と遺物

I区の検出面は、旧水田耕作土の直下で検出した面である。検出面西端は標高42.5m、東端は標高41.2m、

東端約40㎡は後世の撹乱及び削平が著しく、遺柵・適物ともにみられなかった。この検出面では、竪穴住居

2棟、土坑7韮、井戸l難、炉2坐、櫛12条、柱穴33雌を検出した。川土辿物は、ほとんどが遺柵から出土

した土器熱であった。

竪穴住居2

雛穴住居2はIⅨ北端に位侭する。大半は柵介区外に存在し、 1細線上を櫛lに切られる。平而形態は、

隅ﾒL方形であると考えられる。

BIblグリッドの調査区境に東西を主軸方向として存在する。 2屑の上面で褐色土と黒色の粒を含む混

合土のシルト質範囲において、約1/4を検出した。当避柵の東西を横断するように碑lによって戯られる

ことから当過榊の方が古いと推測される。 平面形態は、約l/4卿更のみの検出であったため正方形か蛙

方形かは断じ得ない。残存する南壁3.2,n、西壁3.8mを検出したが全体は不明である。住居埋土は、大きく

2用に細分され、主に2層とも褐色のシルト質で、下層では炭が少披含まれる。全体に強い締I)があり、堆

祇状況の観察では自然体棚であると推測される。磯存する閥壁・南壁ともに床而からほぼ垂直に立ち上がり、

深さは45JInを測る。榊lによって削平を受けていない助所では、貼床を確認することはできなかった。床而

では、土坑1鵬をカマドの南脇において検出した。規模は直径45cmのl'l形をなし、深さ38cmを測る。埋士は、

I肝褐のシルト質で焼土・炭を含む。カマドの脇に位樋することから、カマド施設に付随する。周櫛・柱穴は

確i蝿することはできなかった。カマドは、束雌中央付近に柵築されておI)、燃焼部では焼成によって亦変し

ている。カマド本体は、櫛1によってほとんどが削平きれ、左側の袖部と煙道の9割以上は残存しない。天

井部が伽i落し残存部に天井部の土が被さる状態で検出した。袖部は芯に礫を補強材とし配置し、それに褐色

シルトを貼り付けて栂築されており、袖部は蛙さ30～65cnl、 巾hil5～25(mほどである。火床部は50～60cmほと’

の広がりを持ち、焚き口から燃焼部中央付近まで雌大〃3(Pmの焼土が広がり、焚きLIから70cmほどの位慨に

支脚が設置きれている。煙道は溝1の極一部分しか存在せず、煙出し口等は不明である。床面においては柱

穴を確遡することができなかった。

竪穴住居2出土過物

土師器が主体を占め、カマドや煙道などの埋土から出土した。

1～3はすべて土師器翌である。 1は口縁部から体部半ばまでの破片である。体部下半は丸みを持ち、上

巳

<I区＞

図6 1区週棡配掴図
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３
４
５
６
７
８
９

ト

OYR4/4褐色シルト
し旗り強粘性中〉
OYR3/4崎褐色シルト

OYR3/4曙褐色帖質シルト
OYR4/4縄色粘土
､5YR3/4，卵褐色粘土

9

図7 竪穴住居2平・断面図(S=1 :40)
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半は直立気味である。口縁部

は短く外傾する。口縁端部は

上方につまみ上げられている。

体部は回転ナデにより調整さ

れている。

2は底部のみの破片であり、

全体の形状は不明である。体全体の形状は不明である。体部

L=L=="2
f､ノ､

~~!="：
三才＝ 20m(1:4）0

図8 竪穴住居2出土遺物

は直線的に外傾する。底部は回転糸切りの後無調整である。

3は底部のみの破片であり、全体の形状は不明である。

竪穴住居3a

主軸方向は竪穴住居2と同じく東西を指lhjする。規模は、南北で4.5m、東西4.2mを測り、深さは雌深部

で43cmを測る。平面形態はおおむね方形を呈するが、やや南北長が東西長に比べ長い。埋土は、褐色土を主

体とする埋土で、 5層から成り自然体稲の様相を見る。 2層目には炭化物を多く含み、その他の屑に於いて

混入物はあまり見られない。また、埋土上位には若干の鉄津片を含む。壁は、各辺とも級やかに外傾しなが

ら立ち上がる。床面はほぼ平坦であるが、カマド付近では緩やかに高まりを持つ。貼床は断面観察時には確

遡することが出来なかった。床面では、土坑2基と壁周溝1条、柱穴状ピット1基を検出した。土坑lは、

中央よりやや北側に位置し、70×54Lmの長円形の土坑である。埋土は、 2層からなり上層に須恵器椀がほぼ

完形で出土した。土坑2は、カマドの南側に隣接し、 50×45cmの円形を成す。埋土は単層で、焼土ブロック

を5％、炭3％含む。深さは25cmで土師器が出土した。周溝は、住居の北壁から西壁に沿う格好で周るが、

コーナーでは壁と周櫛の間に35dnの平坦な隙冊を生む。東側と南側では確測することはできなかった。深さ

は堀深部で10(xnである。カマドは、東峨中央に柵築されている。このカマドは、袖の心材が無く褐色シルト

によって被覆し、貼り付けで櫛築されている。天井部の崩落したブロック土ﾉ餅を一部で確認したが、煙道部

の上部から削平きれているので全体を確認することはできない。残存する袖内部は、長時間の比熱を受け赤

禍し火床部には75Lm×60Lmの梢円形で厚さ8cmほどの焼土が見られるが、焼成は強く締まりシルト質である。

煙道部は、近現代の削平により残存しないことから、半地下式(MMI)込み式）あるいは、剖り徴き式かは判

別することはできない。また火床部と煙道部に30cmの段差を生じているが、これは住居の壁の一部であり弱

い比熱を受けている。煙道部は長さl.1m"I)級やかに勾配し煙出し口へと接続する。煙出し口は煙道部よI)

一段深く掘り下げられており円形状の土坑となっている。

竪穴住居3b

主軸方向は、上層にある3aとほぼ同じで東西方向を指向する。埋土は、住居3aの床面から厚さ10(xnほ

どが当遺柵の埋土になり、褐色シルト慨をしており炭を少品含んでいる。形状･規模は、平面形での形状は

隅丸方形を雄調としていると推測される。規棋は南北で4.0m、東西で4.6111を測り、深さは住居3a検出面

より47cmで床面に達する。ほぼ正方形を成し住居3aと同じように北側の壁を一部張り出す。壁は、床面よ

り垂直に立ち上がり、床面は平坦を成していたと推測きれる。貼床は断面観察からは確認することは出来な

かったので、貼床をしていないものとした。尚カマド付近では3aと同棟に級やかに上がっていたものと思

われる。 トレンチの段階において焼土以外に土坑複数確認していた。このうちの1つが、住居3akl)少し

古いと恩われ3bの住居に伴うものとした。土坑の規模は直径70cm深さ42cIIIの円形を呈し単層である。土坑

内には膿番土器を1点ほぼ完形のまま、埋般に近い状態にて埋めていた。その他の床面施般は不明である。

カマドは、東壁の中央よりやや南側に位凶する。残存する部分はほとんど無い。カマド本体を榊築していた

-12-
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図10竪穴住居3b平面図
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と思われるものは住居3aにより壊きれおり火床部・煙道部・煙出し口のみ残存している。焼成部は55(mX

45Pmの楠円形で厚さ2函ほどの焼土が見られ、強く締りシルト質である。煙道部・煙出し口：煙出し口の川

口は住居3aの土坑2によって切られており住居3aと同様に段差を持つものかは不明である。煙道部は刺

り貫き式で長さは約1m前後であると推測され、ほぼ平坦を成す。煙出し口は煙道部わずかに掘り下げた円

形状の土坑となっている。

竪穴住居3c

主軸方向は、ほぼ東西を指向する。埋土は、住居3b床而より下5～15cmが当遺柵の埋土になり、褐色シ

ルト質をしている。平面形は隅丸方形を基調とする。規模は一辺が3.5mを測る正方形の住居であり、深さ

は住居3a検出面から60qnで床面に達する。北壁を除く他の砿はほぼ垂直に立ち上がI)、北壁は級やかな傾

斜を成す。床面は平坦であり、貼床の痕跡は腿められなかった。検出した床面から土坑2基と柱穴2基を確

認した。土坑1は、西壁と南壁のコーナー付近に位瞳し長径95cm短径60cmの長円形の土坑である。埋土は5

届からなり褐色土を基調としながら混入物の入I)方で分層を行った。埋土中には若干の土師器が鯉められた

が時期を断定するには不十分であった。柱穴lは、北壁と東壁のコーナー付近に位世し直径50cm深さ15cmで

ある。埋土は褐色土の単層で遺物は含まれない。柱穴2は、北壁と西壁のコーナー付近に位世し直径30cm深

さ15cnlである。埋土は褐色土の単層で遺物は含まれない。カマドは、南東のコーナーに位慨する。本体：調

森前のトレンチと住居3b土坑2によって壊されておりカマド自体は火床部と煙道部の一部を礎すのみで、

袖・煙道|川口は削平され残存しない。火床部には天井部を柵築していたと思われる繭褐色土の土が洩り焼成

部は46×55cmの楕円形で厚さ12mほどの焼土が見られ強<締りシルト質である。煙出し口の|叫口は住居3b

土坑2により破壊されており櫛造を知ることは出来ないが、残った煙道部の断面を観察すると火床部とほぼ

水平であったと推測される。煙出し口は円形をしていたと推測されるが現状は不明である。 3時期にわたる

なかで鹸初の住居であることは層位的に明らかである。

以上のように、竪穴住居3は3回におよぶ作り替えが3面の床面という形となって現れており、それぞれ

の床面で対応する遺栂が検出できた。

竪穴住居3出土遺物

土師器・須恵器が主体を占め、器種櫛成は須忠器坏類がやや多い傾向にある。これらの遺物は竪穴住居3

の塊土、床而、柱穴埋土、カマド、煙道、煙出しから出土した。

l～8 ' 14･ 15･20～24･32は須恵器坏である。

1は住居3a埋土から出土した。口縁端部が直線的に伸びる形態を呈する。体部の下半部から口縁部まで

が回転ナデによる調整が施され、底部は回転糸切りの後無調整である。胎土には白色砂粒を含む。口縁部外

面には、爪ね焼きによる色調差がみられる。

2は住居3b埋土から出土した。やや丸みを持つ体部にやや肥厚する口縁部が伸びる形態を呈する。口縁

部内面には1条の沈線状凹線が巡る。体部下半から口縁部までが回転ナデによる調整が施され、体部下半部

から底部にかけてやや弱い横方向のナデが施されている。底部は回転糸切I)の後無調整である。胎土には白

色砂粒を多く含む。

3は住居3bの埋土から出土した。口縁端部が直線的に伸びる形態を呈し、体部の下半部から口縁部まで

が回転ナデによる調整が施され、体部下半から底部にかけてやや弱い横方向のナデが施されている。底部は

回転糸切りの後無調整である。胎土には白色砂粒を含む。

4は住居3b埋土から出土した。口縁端部がiiI級的に伸びる形態を呈し、体部下半から口緑部までが回I伝
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ナデによる調整が施され、体部下半から底部にかけてやや弱い横方向のナデが施されている。底部は回転糸

切りの後無鯛整である。胎士には白色砂粒を含む。体部下半および底部内外面を除き還元不足が著しい。

5は住階3b柱穴2から出土した。やや丸みを持つ体部に直線的に伸びる口縁部が付き、底部が下方にや

や突出した形態を呈する。体部下半から口縁部までが回転ナデによる調整が施され、体部下半部から底部に

かけてやや弱い械方向のナデが施されている。底部は回娠糸切りの後無調整である。胎土には白色砂粒を含

む。口縁部外面には、砿ね焼きによる色澗差がみられる。

6は住居3b埋士から出土した。口縁端部が直線的に伸びる形態を呈し、体部下半から口縁部までが回転

ナデによる調整が施され、体部下半から底部にかけてやや弱い横方向のナデが施されている。底部は回転糸

切りの後無澗雛であり、 「十」字のへラ記号が施されている。胎土には白色砂粒を含む。

7は住居3a埋土から出土した。口縁端部が直線的に伸びる形態を呈する。体部の下半部から口縁部まで

が回転ナデによる調整が施され、底部は回転糸切りの後無調整である。胎土には白色砂粒を含む。口縁部外

面には、瓜ね焼きによる色調差がみられる。

8は住居3aの土坑2と住居3b埋士から州土した。直線的に伸びる体部と口縁部を持つ。体部の~ド半部

から口縁部までが回転ナデによる調整が施され、底部は回転糸切りの後無調整である。胎土には白色砂粒を

含む。全体的に還元不足である。

14は住居3b埋土から出土した。底部のみの破片のため全体の形状は不明である。底部は回転糸切りの後

無潤雛で、胎土には白色砂粒を含む。外面は全体的に還元不足である。

15は住居3a埋土から出土した。底部のみの破片のため全体の形状は不明である。底部は回転糸切りの後

無澗雛で、胎土には白色砂粒を含む。

20は住居3a塊土から出土した。口縁部から体部の一部の破片であるため全体の形状は不明である‘，体部

の下半から口縁部まで回転ナデによる調整が施されている。胎土には白色砂粒を含む。

21は住居3a土坑3から出土した。直線的に伸びる体部と口縁部を持ち、底部が下方にやや突出した形態

を呈する。体部下半から口縁部までが回転ナデによる捌轆が施され、体部下半部から底部にかけてやや弱い

横方向のナデが施されている。底部は回転糸切りの後無捌繋である。胎土には白色砂粒を含む。口縁部外面

には、並ね焼きによる色調差がみられる。体部外面には、 「大」の字が墨書されていが、文字は天地が逆ざ

になっている。

22は住居3a， 3bの各埋土から出土した。やや丸みを持つ体部に外反気味の口縁部を持つ。体部下半か

ら口縁部までが回転ナデによる調整が施され、体部下半部から底部にかけてやや弱い横方向のナデが施され

ている。底部は回転糸切りの後無調整である。胎土には白色砂粒を含む。口縁部外面には、重ね焼きによる

色澗蓬がみられる。

23は住居3a埋土から出土した。口縁部から体部の-部のみの破片であるため全体の形状は不明であるが、

体部から口縁端部が直線的に伸びる形態を呈する。体部の下半部から'二l縁部までが回転ナデによる調整が施

され、底部は回転糸切りの後無調整である。胎土には白色砂粒を含む。

24は住居3a埋土から出土した。体部から、縁端部が直線的に伸びる形態を呈する。体部の下半部から口

縁部までが回転ナデによる調整が施され、底部は回転糸切りの後無調整である。胎土には白色砂粒を含む。

全体的にやや還元不足である。

32は外慨する小披りな体部を持つ。体部の下半部からI 1縁部までが回転ナデによる調整が施され、底部は

胆l転糸切りの後無關整であり、 「－」のへラ記号が施されている。
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9 ･ 10． 18･26．28･29･33はいずれも大小の土師器蕊である。

9は住居3a土坑2から出土した。口縁部から体部上半は欠拙しているが、体部下半から底部にかけて完

存している。体部は外傾しながら立ち上がる。体部は回転ナデによる澗轆が施され、体部下端には回1職へラ

ケズリが施されている。底部は回転糸切I)の後無調整である。

10は住居3a埋土から出土した。口縁部から体部上半は欠損しているが、体部下半から底部にかけて完存

している。体部は外傾しながら立ち上がる。体部は回転ナデによる綱雛が施されている。底部は回転糸切り

の後無調整である。

18は住居3b埋土から出土した。口縁部のみの破片のため全体の形状は不明である。口縁部は肥厚し、端

部は上方につまみ上げられている。口縁部にはかすかにタタキの痕跡が秘められる。

26は住居3a埋土から出土した。口縁部から体部上半の破片であるため全体の形状は不明である。体部は

直立し、口縁部は大きく外傾する。口縁端部は上下に突出し、下方の端部は鋭い。体部外面にはタタキの痕

跡が阻められ、回転ナデの後上から下方向にヘラケズリが施されており、休部内面は下位でヘラナデ、上位

で回蛎へラナデが施されている。

28は住居3a埋土から出土した。やや外傾する体部に短い口縁部が取り付く。口縁端部はやや上方につま

み上げられている。体部は回転ナデによる調整が施されている。

29は住居3b埋土から出土した。直立気味の体部に外傾する口縁部を持ち、口縁蝋部は上下に突出してい

る。捌整は内外面とも剥落や摩滅により鮮1脚ではないが、回転ナデによる調整が施されている。

33は住居3a埋土から出土した。やや湾曲する体部と短く外傾する口縁部を持ち、口縁端部は上下に突出

する。体部外面には回転ナデによる澗整が施されており、頚部付近まで下から上方向にヘラケズリが施され

ている。体部内面上半は回転ナデ澗雛が施されている。

11～13･ 19･27は土師器坏である。

11は住居3a埋土から出土した。内湾気味の体部を持ち、体部下端は回転へラケズリが施されている。内

面はヘラミガキが施されており、蝋色処理がなされている。底部はヘラケズリが狸められるo全体にタール

状の物質が付着している。

12は住居3a埋土から出土した。底部のみの破片のため全体の形状は不明である。内面は黒色処理がなさ

れている。底部の切り離しは摩滅のため不明である。

13は住居a埋土から出土した。高台のみの破片のため全体の形状は不明である。内面は黒色処理がなされ

ている。

19は住居3a埋土から出土した。体部から底部の破片であり、内面は黒くないが、器表面には光沢がみら

れる。体部下端には回転へラケズリが施されており、底部は回転糸切りの後無澗整である。器柧は坏とした

が、鉢の可能性もある。

27は住居3a埋土から出土した。内湾気味に立ち上がる体部を持ち、内面はヘラミガキが施されており、

蝋色処理がなされている。底部は回転糸切りの後無調整である。

16は須忠器壷である。住居3a埋土から出土した。口頚部のみの破片のため体部の形状は不明である。口

縁部は級やかな曲線を描きながら外反し、端部は上下に鋭く突出する。u縁外面と内面には降灰と自然釉が

認められる。

17．25は須恵器翌である。

17はflijil+3a埋土から出土した。
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図13竪穴住居3出土石製品

25は住居3b土坑l、住居3b埋土などから出土した。ややなで肩の屑部に外傾する頚部を持ち、口縁部

は水平気味に短く折れ、外方に端面を持ちながら上方につまみ上げられた口辱部を有する。頚部と体部外面

にはタタキの痕跡がかすかに阻められ、脚部から体部の外面にカキ目が施されている。体部にはガラス質化

した自然釉が掛かる。

30'31は須恵器塊である。

30は住崎3a土坑1から出土した。口縁部に僅かな欠けがあるが、ほぼ完形である。体部下半に膨らみを

持ち、口縁部は外反する。底部には断面ハの字状の高台を有する。体部は回転ナデによる調整が施されてお

り、底部は回転糸切りの後、高台貼り付けのためのナデ以外は無調整である。内面見込み部分は使用のため

か器表而の服耗が顕著である。

31は口縁部から体部の破片であるが、 30と同梯に外反する口縁部と体部~ド半に膨らみが阻められる。底部

は残存していないが形態から高台が付くものと思われる。

土坑1

土坑1は、 I区中央付近に位脱し、やや不整な円形を呈し、底面は段を布する。規模は妓大径で45m、妓

大の深さは22(mをそれぞれ測る。埋土はしまりがないシルトであった。規模は小さく淡い土坑であるが、比

較的まとまった通物の出土が認められた。また、遺物の中には土器以外に焼土塊や炭化物が出土した。

-20-



L＝43.剛
舛

土坑1

A

イく万
土坑1

1. 10YR4/4褐色シルトしまり中粘性中焼土・炭化物・土団多く合．
2. 10YR4/6褐色シルトしまり中粘性中焼土・炭化物少量合．
3． 10YR4/3黄褐色シルトしまり中粘性函．

L＝43,6“
一一 B，巳

｜’

小

a
土坑2口・2b
1. 10YR4/2灰貢褐色鮎質シルトしまり中粘性中炭2％、黄ブロック1，5％合．
2, 10YR3/3m褐色帖質シルトしまり中粘性中炭1“．焼土塊5”2艶．褐灰色
ブロック2m3発倉．

3. 10YR3/2鳳褐色粘貫シルトしまり中粘性中炭1帖、焼土境6～1”6鮎含．
4． 10YR4郷褐色粘土しまり中鮎怜戦号
5. 10YR4/3にぶい貢褐色粘土しまり中鮎体啓一

6． 10YR3/2扇褐色粘土しまり中粘性強炭5粥、焼土境1～6“O鉛含．
7. 10YR3/3飼褐色帖土しまり強粘性強良2粥含．
8. 10YR3/2m褐色粘土しまり強粘性強炭1艶、焼土境を多且に含．

C、C

4
土坑3

土坑3

1, 10YR3/4節褐色シルトしまり中粘性中．

2. 10YR4/3にぷい黄褐色粘土しまり中粘性強炭2%倉．

3, 10YR4/3風褐色粘土しまり中粘性強炭25%、焼土塊1～3ml5弱含．
4･ 10YR4/4褐色粘土しまり中鮎惟塗

5， 10YR4/3にぷい黄褐色粘土しまり強粘性強焼土塊1～6師多量に合．

6．楓りす宮

~

○

L=4ﾖ型D′D－ E－ L=43"E･

剣＠､。
,

土坑1

土坑5
土坑4

土坑5

1. 10YR4/4褐色シルトしまり中

粘性中．

2. 10YR4/4相色と10YR4/6褐色の

認舎セシルトし成り中粘性中．

土坑4

1． 10YR4/4褐色シルト

粘性中．

2． 10YR4/6褐色シルト

粘性中．

しまり中

しまり中
○
３坑土

⑥

L＝43.7“
一

、 望
ら
２
③
坑
ら
土

土坑7

土坑7

1. 10YR3/4昭褐色シルトしまり中粘性中炭，％、焼土境を倉．

2． 10YR3/4期褐色シルトしまり中粘性中炭10～20粥、焼土境,5帖．土■倉．

3． IOYR4/4褐色粘土しまり中鮎性強炭3発、焼土■6鉛酋．

4・ 10YR3/4剛褐色粘土しまり中粘性強度2発．焼土塊2船倉．

5． 10YR4/4褐色粘土しまり中粘性塗炭1発倉．

秘土坑5

早因図（S＝I :4帥）

図14土坑1～7平・断面図
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土坑2a

土坑2aは、 I区の東側に位世し、不離な円形を呈する。底面には若干の凹凸が認められる。規棋は艇火

径で85cm、雌深部の深ざは32cmを測る。埋土はしまI)のないシル1,であり、埋土中からは多量の焼土塊や炭

化物が出土した。時期を特定できる土器等の遺物は出土しなかったが、並複している土坑2bを切っている

ことから少なくとも土坑2bより新しい遺椛であると鞍えられみ。

土坑2b

‐上坑2bは、 I区の東側に位置し、土坑2aと欺複しながら存在する。平面形態は、土坑2bに切られて

いるため推測の域を出ないが、コーナーがみられることから概ね方形を呈すると考えられる。また、臓而は

ややIⅡI凸が腿められる・規模は平面の一辺75《叩、深さ16卵'をillりる。埋土はしまりのないシルトであI) 、埋土

II1からは焼土塊、炭化物が出土した。時期を将定できる土器等の遺物は川土しなかったが、重複している土

坑2aによって切られていることから、少なくとも土坑2aより古い適櫛であると考えられる。

土坑3

1銃3はI区南端に位侭する。調盗区内では一部のみを検出したさらに、 i淵在区内においては櫛4と瀧

5によって切られていることから全体の形状を把握することは困難である。残存している部分から円形ある

いは桁円形の平面形態が推測される。底面はほぼ平坦であった規樅は残存長約92cn'、残存する深さ18cnlで

ある。埋土はしまりのないシルトであり、埋土中からは土器、炭化物、焼.上が多湿に出土した。また、蝦下

屑では焼土ブロック3cm大のものが多く出土した。出土した土器の中で、土坑7や住居3から出土したもの

と接合関係が副められるものがあった。出土遺物は9世紀代のものに限られることから、遺構の時期も大差

はないものと考えられる。

土坑1 ．3出土週物

｣:|111i器須忠器が主体を占める。土坑lからは土師器・須忠器坏、土師器鶏がHI土している。土坑3から

は土師器．須恵器坏、土師器．須恵器塊、須恵器壷、弧恵器錨が出上している。

1 ． 2は須恵器坏であI) 、土坑1埋土から出上した。

lは口緑端部がやや外反する形態を呈する。休部のド半部からu縁部までが回転ナデによる鯛盤が施され、
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図15土坑1 ． 3出土遺物
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体部下半部から底部にかけてやや弱い横方向のナデが施きれている。底部は回転糸切りの後無調整である。

胎土には白色砂粒を含む。口縁部外面には、兎ね焼きによる色卿錐がみられる。

2はI｣緑端部が級〈外反する形態を呈する。体部の下半部から口縁部までが回転ナデによる調整が施され、

体部下半部から底部にかけてやや弱い横方向のナデが施されている。底部は回転糸切りの後無調整である。

胎土には白色砂粒を含む。口縁部外面には、繭ね焼きによる色調策がみらる。

3 ． 4は土師器艶であり、土坑l埋土から出土した。

3はid[立する休部を持ち、口縁部は大きく開く。口緑端部は若干上方につまみ上げられ、口縁端部下端は

下方に比較的鋭い。体部外面にはロクロ目が明瞭に残り、体部内而は口縁部の屈曲部以下に回転へラナデが

施されている。

4はやや直立気味の体部を持ち、口縁部は緩く外傾する。口縁端部は若干上方につまみ上げられる。体部

外面は回転ナデの後回転へラナデが施されており、体部内面は不明瞭ながら回転へラナデが施されている。

5は土師器坏であI)、土坑1埋土から出土した。底部のみの破片で、体部や、縁部の形態は不明である。

全体的に暇滅が耕し<、内面の器面調整は不明瞭であるが、黒化処理されている。体部外面下端には回転へ

ラケズリが施されていると考えられるが工具の単位等は不明である。底部は回転糸切りの後無調整である。

6 ． 10． 11は須恵器坏であり、土坑3埋土から出土した。

6は底部のみの破片で、全体の形態は不明である。底部は回転糸切りの後無調鞍である。

10は｢I緑部が外反気味であるが、底部が残存していないため全体の形態は不明である。体部は回転ナデに

より調整されている。

11は外傾する体部を呈する。体部の下半部から口縁部までがIul転ナデによる調整が施され、体部下半部か

ら眠部にかけてやや弱い横方向のナデが施されている。底部はInl脆糸切りの後無澗整である。胎土には白色

砂粒を含む。口縁部外面には、垂ね焼きによる色澗蓬がみられる。

7は須忠器壷であり、土坑3埋土から出土した。口頚部のみの破片であり、体部の形態は不明である。口

縁端部はやや外傾気味で、上方につまみkげられている。 ’二1縁部には端而があり沈線状の条線が一条ある。

頚部内外面とも回転ナデが施されておI)、ロクロ目の細lかな凹凸が遡められる°内面には薄い降灰が鯉めら

れるが、大半は剥脱している。胎土には白色砂粒を含む。

8は土師器坏であり、土坑3から出土した。口縁部から休部にかけて欠損している箇所が多いが底部は完

存している。体部は回転ナデが施されており、下端部には不Iﾘl瞭ながら回職へラケズリの痕跡が誕められる･

底部内面には放射状、体部内面上半には横方向のヘラミガキが施されている。底部は回転糸切りの後無調整

である。

9は猟恵器翌であり、土坑3埋土から出土した。口頚部のみの破片である。口径を示す曲線は伽かである

ことから大形の艶であることが考えられる。口頚部はやや外傾し、 I I緑は上下に突出している。頚部には4

状1セットの波状文が施されている。

12． 13は須恵器塊であり、土坑3埋土から出土した。

12は口縁部に外反はみられず、体部はやや丸みを持つ形態である。底部にはハの字形の貼り付け高台があ

る。体部は回賑ナデによって調整されている。底部は回転糸切り後、商台貼り付けのためのナデ以外は無調

鞍である。

13は口織部のみの破片であり、全体の形態は不明である。 しかし、軒し<外反する口縁部とやや膨らみを

持ちながら紐<内湾する体部下半の形態より塊とした。体部には回転ナデが施されている。
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14は土師器境であり、土坑3から出土した。全体に摩滅が著しく、高台底面も欠損している。口縁部はや

や外反気味で体部下半に張りを持つ形態である。内外面とも調整は不明であるが、黒色処理されている。底

部は回岻糸切り後、高台貼り付けのためのナデ以外は無綱整である。

土坑4

土坑4はI区西端に位置する。遺柵は調森区外へも伸びるため平面形態は不明確だが、ほぼITI形を呈する

ものと考えられ、断面形態は皿状を呈し比較的平坦である。規模は、磯存部で直径約l.6m、深さ"mを測る。

埋土は遺柵検出面の基盤層と大きく異ならないシルトを主体とし2層からなる。上層からは土器が出土した。

出土した土器は土師器翌で、実測に耐えうる資料ではないが、他の土坑出土遺物とほぼ同時期のものと考え

られる。

土坑5

土坑5はI区南端に位置する。遺柵は調査区外へ続くため、全体の平面形態は不明であるが、検出した部

分には角が存在することから方形を呈するものと推測される。規模は残存部で長辺約2.5m、短辺約1.3m、

深さは32(mを測る。過榊の側壁は垂直気味に立ち上がり、底面は平坦で比較的堅繊であった。埋土はシルト

を主体とし、上下2層からなる。層中には不純物がみられず、安定しているため自然に堆祇したものと考え

られる。埋土からは土師器坏片、土師器翌片、須恵器坏片などの遺物が若干量出土した。いずれも細片のた

め災測は叶わなかったが、 9世紀代のものと考えられる。過柵の形態、規模、埋土などの潴楓性より、その

他の土坑類とは性格を異にすると考えられる。決定的な柾拠はないものの竪穴住居である可能性も考慮にい

れる必要がある。

土坑7

土坑7はI区西側、竪穴住居2と竪穴住居3との中Ⅲlに位世する。近現代の撹乱によって北東隅が失われ

ている。平面形態は長円形を呈し、底面はほぼ平坦である。規模は長軸3.26m、短軸2.16m、故深部の深さ

35cmを測る。埋土ははしまりのないシルトを主体とし、 5層からなる。埋土中からは、焼土塊、炭化物、土

器が多価に出土した。出土した土器は土師器、須恵器であり、竪穴住居3や土坑3の埋土から出土した土器

と接合関係があるもの、同一個体と狸められるものが含まれている。土器は概ね9世紀代のものが中心であ

る。

土坑7出土遺物

土坑7埋土からの出土遺物は土師器・須恵器が主体を占め、器秘櫛成は土師器・須恵器坏、土師器・弧恵

器艶などから成る。

l～4 ． 13は須恵器坏である。 1は口縁部が外反せず、体部は下半でやや丸みを持つ。体部の下半部から

口緑部までが回職ナデによる調整が施され、体部下半部から底部にかけてやや弱い横方向のナデが施されて

いる。底部は回転糸切りの後無調整である。胎土は白色砂粒を含み、口縁部外面には、爪ね焼きによる色調

差がみられる。

2は焼成不良のため摩滅が著しい。口縁部は外反せず、体部下半はやや丸みを帯びる。体部から口縁部ま

でが回転ナデによる調整が施され、体部下嫡部はやや弱い横方向のナデが施されている。底部は回転糸切り

の後無捌整である。胎土には若干趾の白色砂粒を含む。口縁部外面には、重ね焼きによる色捌差がみられる。

3は口縁部が外反せず、体部は下半でやや丸みを持つ。体部の下半部から口縁部までが回転ナデによる調

轆が施され、体部下半部から底部にかけてやや弱い柵方向のナデが施きれている。底部は回娠糸切りの後無

洲雛である。底部外而には焼成前に「十」字状のへラ記号が施されている。胎土は白色砂粒を含む。
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4は口縁端部がやや外反しているが、底部が残存していないため全体の形態は不明である。体部の下半部

から｢I緑部までが回転ナデによる調整が施され、ロクロロを明瞭に典している。胎土は白色砂粒を含み、口

縁部外面には、亜ね焼きによる色調差がみられる。

13はロ縁端部がやや外反しているが、底部が残存していないため全体の形態は不明である。体部の下半部

から口縁部までが同糀ナデによる調整が施され、ロクロ目を明瞭に碗している。胎土は白色砂粒を含み、口

縁部外而には、砿ね焼きによる色捌差がみられる。

5～9は土師器坏である。

5は休部過半に丸みを持つ形態を呈する。底部内而は放射状、体部内1iliには横方向の密なヘラミガキで器
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面調整が施され、黒色処理きれている。体部下端は回転へラケズリが施されている。底部の切り離しは摩滅

のため不明瞭であるが、回転へラケズリの痕跡が縁辺において倣かに確遡できる。

6は底部のみの破片であり、全体の形態は不明である。内面は密なヘラミガキが施されているが、底部内

面のヘラミガキは摩滅により不明であるが、体部内面は横方1句のヘラミガキが施されている。内面は黒色処

理がなされている。外面調整は体部下端および底部に回転へラケズリ痕が確遡できるが、切り離し法は不明

である。

7は細く外傾する休部、体部下半にやや丸みを持つ形態を呈する。外面は回転ナデ調整が施されているが、

その他の鯛整は巌滅により不明である。内面はヘラミガキが施されており、黒色処理がなされている。底部

外miにおいても畷滅や器表面の剥落が顕若なため、調離や切り離し法は不明である。

8は'三I縁部が欠狽しているため、全体の形態は不明である。体部内Ihiはヘラミガキが施されており、鶚色

処理されている。外面調整は体部に回転ナデが確認でき、体部~ド端は回転へラケズリが施きれている。底部

は回転糸切りの後無調整である。

9は内外面とも畷滅が軒しい･体部は回転ナデが施され、内面は照色処理されていると思われるが、ヘラ

ミガキは不明瞭である。体部下端は回転へラケズリが施されておI)、底部は回転糸切りの後無調整である。

10～12･ 14～18．20･21は土師器甕である。

10は底部のみの破片であるため全体の形態は不明である。内外面とも回転ナデが施されており、体部下端

には回岻ヘラケズリはみられない。底部は回転糸切りの後無澗慾である。

11は底部のみの破片であるため全体の形態は不明である。外面は不定方向のヘラケズリが施されているが、

その他の調雛は不明である。底部には切り離しの痕跡が掴められず、外面からの指頭圧痕が複数みられるの

みである。

12は底部のみの破片であるため全体の形態は不明である《》外面には下から上方向へのヘラケズリが腿めら

れるが砂粒の動きは顕著ではない。底部には、何かの圧痕が残っているが圧痕原体は不明である。

14は短い口縁部にやや丸みを帯びた体部を持つ。口縁端部は上方と下方にやや突出する。休部は回転ナデ

が施されているが、内而調整は、器表面がやや剥落しているため不明である。

15は頚部から体部にかけてやや丸みを持ち、口縁部は肥厚し端部は鋭く上方へ向く。体部内外面とも回転

ナデが施された後回転へラナデによる調整が施きれている。内而には炭化物の付若がかすかに認められる。

16はやや外傾弧味の体部に短い口縁部を持ち、口縁端部は内伽する。器壁は極限まで薄く体部外而にはIn1

転ナデの換跡が顕著である。形態は翌であるが用途については疑IMIを捜す。

17は直立気味の体部にやや開いた口縁部を持ち、端部は丸く上方につまみ上げられる。体部上位にはタタ

キの換跡が腿められ、下位ではヘラケズリが施されている。内面は縦方向のヘラナデの後、体部上位のみ回

帷ヘラナデが施されている。

18は頚部から体部にかけてやや丸みを持ち、口縁部は肥I堪し端部は鋭く上方へ向く。体部内外面とも回転

ナデが施された後回転へラナデによる調整が施されている。

20は底部のみの破片である。外面は不定方向のヘラケズリが施されている。

19は土師器鉢である。適当な器種名がないため艶とした。丸みを桁ぴた体部と外湾する口縁部を持つ。体

部外面は粘土紐痕が明瞭でかすかにタタキの痕跡とヘラケズリが認められる。内面は横方向のヘラミガキと

鳳色処理が施されている。

22は須忠器翌である。口縁部から体部半ばまでの破片であるが、口縁端部は欠柵している。体部外面には
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擬格子状のタタキ、内面には放射状の当て具

換がみられる。

井戸1

井戸lは、 1区中央よりやや南に位置する。

平面形態は、やや不整な円形を呈している。

断面形態は、上部約3分の1は大きく、下部

3分の2は直立する壁面を持つ。底面は、ほ

ぼ平坦である。

規椣は、開I=l部で祗径2.4In、底面で直径

0.5mを測り、深さは3.6mを測る。

埋土は大きく分けると上下の2層からなる。

上層は細分すると5層からなり、いずれもシ

ルトを主体とする自然堆祇厨である。若干な

がら通物を含んでいる。下層は、開口部より

も直径を減じた下位3分の2であり、細分す

ると上下2届に分けられる。いずれも湧水の

ため還元が著しく、グライ化した背灰色粘土

の自然堆禰層である。この層からは自然木片

等以外の人工遡物の出土はみられなかった。

この井戸は内部から井戸枠材の痕跡やその

断片がまったくみられなかったことから井戸

枠を持たない素掘りの井戸であったと考えら

れる。

また、井戸1の埋土はすべて自然堆禰によ

るものであI)、澗査中もかなり激しい湧水が

遡められた。このことから井戸1は井戸水が

枯れたことによる廃絶ではなく、人や集落の

移動などによって使用されなくなり、自然に

埋没したものと考えられる。

井戸1埋土からの出土適物は、土器の微細

な破片が藩千晶出土したが、時期を判別する

に足る資料ではなかった。しかし、他の遺栂

同様に中世以降の遺物が確認されなかったこ

とから古代の遡榊である可能性が考えられる。

土器以外の出土遺物としては、フイゴの羽

口片や鉄沸、鍛造剥片など力哩土上位より出

土した。
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5. 10YR3/3鯖褐色粘土《しまり洞、鮎性翰）

6,5B5/1骨灰色粘土（しまり強、貼付麓）グライ化皿著
7.5B5/1膏灰色粘土(6より粘性強）グライ化副署

図17井戸1平・断面図
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井戸1出土遺物

1 ． 2はフイゴの羽口片である｡ lは外径5.2(n'，内後3.ldnのI'1筒状を呈し、残存する長さは4.3dnである。

先蝋部は使用により還元しており、鉄の溶藩が腿められる。 2は外径4.2qn、内径2.2dnの円筒状を呈し、強

存する長さは3.7cmである。先端部は使用により還元しており鉄の溶着が認められる。 3は椀形津である。長

mh6.5cm、短軸5.8cmの盤状を呈する。重さは2.5gを計る。

炉1

炉lは、 I区中央で検出した。平面は長梢円形を呈し、北東側は幅が狭く南西側はそれより幅広である。

2層の上面で焼土・炭化物・黒褐色シルトの広がりで検出した。検出された形は、長軸2.0m・短軸60cmの長

円形を呈する。深ざは、鮫深部で50cmを測る。完掘後の形状は船底形を呈する。埋土は主に黒褐色土・暗柵

色土のシルト質の土によって栂築されており、焼土は上位面のみにある。中間層に暗褐色土をはさみ、放下

層には炭化材を一面に敷き詰められている。

壁は級やかな半円形を描きながら立ち上がり、底而は一部において平坦を成しその他の箇所は船底形にな

る。粘土塊3～4cm大のもの以外は出土しなかった。
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図18井戸1出土遺物
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この適栂は、現表土より30～40m下がっていることから、当時操業されていた上部箇所はその後の開発等

により強存していない。残存部は当遺櫛の下半分ぐらいと推測される。検出時には、両蝋に東西方向に広が

りを持つ焼土がある。焼土の内側には支脚と推測される礫4つが配腫されており、これらの礫にはいずれ焼

土に接する面に比熱を受けた形跡がある。礫の1と3は横方向に、 2と4は縦方向にそれぞれ設世され、高

さも43.50m～43.64mを測る。底面には炭化材を一而に敬き詰めてあり、その上に支脚焼土が栂築されてい

る。焼土を中心に周辺にはマンガンを含む土で柵築されており、遺柵内からは粘土塊以外の通元焼土・鉄津．

鍛造剥片・炉壁等の副産物は出土していない。しかし|剛じ通栂形態を持つ炉2から炉内灘1点が州土してい

ることから製鉄関連の遺構であると推測される。

また、付近に付随する遺櫛は無く全体を柵成できる施股を確認することができなかった。
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時期は、不明である。

炉2

BIb4グリッドに位世し、 2届上面において襯褐と褐色シルトとほぼ中央に馬蹄形状をなす焼土の広が

りとして検出した。検出された形状は、長軸45.5cm短軸12.2cmで長円形の部類に属している。深さは、飴深

部で60cn'を測る。完掘後の形状は船底形を鼎する。埋土は、主に黒褐土・暗褐土のシルト質の二|:によって柵

築されており、焼土は上位面のみにある。中Ⅲ1用に暗褐土をはさみ、殿下屑においては炭化材を一面に欺き

詰められている。壁は、緩やかな半円形を描きながら立ち上がり、底面は一部でほぼ平坦を成す。出土遺物

B
－

画
一

ごC

農‘ 3風褐色シルト

めて強粘性中．
3砥赤褐色シルト
/8明赤褐色シルト
4罰掲色シルト

粘性中炭20％．
6褐色シルト
粘性中嵐2％、
4蹄網色シルト

しまり強粘性中焼土ブロック5％、嵐3剥含。
しまり極めて強粘性中娩土．

C L=43|A. 7"C'

＜

10YR3/4町褐色シルト

しまり強粘性中炭15飴．
10YR4/6褐色シルト
しまり中粘性中炭1帖．

10YR4/6網色シルト

し成り強粘性中炭1帖．
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炭化物層

６
７
８
９
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は炉内津1点と粘土塊3～4cm大数点のもの以外は出土しなかった。当遺柵は現表土より30～40dn下がって

いることから、当時操業されていた上部箇所はその後の開発等により磯存していない。残存部は当迪柵の下

半分ぐらいと推測される。検出時に確似した馬蹄形状の焼土は、円形をなし焼土自体は縦に、両脇には比熱

し堅く締まった栂築土が東に延びるように形成されている。焼土を中心とする周辺の埋土にはマンガンを含

む府がある。底に炭化材を欺き詰めていることから製鉄炉の可能性であるが、炉内樺1点・粘土塊以外で通

元焼土・鍜造剥片・炉壁といった副産物が柵られていないことから断定することは難い。同じ過柵形態を持

つ炉1からは、焼土塊以外は何も出土していない。また付近に付随する遺柵は無く全体を構成できる施設を

確砥することができなかった。時期は不明である。

澗1～12

1区では12条の溝を検出した。櫛lは、 I区北端に位置し、ほぼ東西を指向する全艮62mの溝である。櫛

の流末は、東西両端ともに調査区内では検出できず、いずれも調査区外にまだ延びることが確実である。

柵の規模は幅50un～80cm、深さ40Inl～50cmをillIる。

加土は水性堆禰のIⅢ層を介し上下2届からなる。埋土上層からは鉄津、フイゴ羽ロハ．、土器細片が出土し

た。

櫛2は、 I区北端に位置し、ほぼ南北を指向する全長5.2mの瀞である。櫛の流末は、東西両端ともに調査

区内では検出できず、いずれも捌森区外にまだ延びることが確実である。

埋土からは土器片がわずかに出土した。柵lと同一の遺櫛である。

櫛3は、 I区東側に位置し、ほぼ東西を指向する全長15mの瀧である。櫛の流末は、南北両端ともに調査

区内では検出できず、いずれも測森区外にまだ延びることが確実である。

櫛の規模は幅l.0m～l.4m、深さ15(m～25ymを測る。

"10と切り合いさらに、土坑3を切る。櫛10より古いと考えられる。

柵4は、 I区東側に位置し、ほぼ東西を折向する全長13.4mの泌である。ほぼ直線的に伸び、櫛の流末は、

東西両端ともに澗査区内では検州できず、いずれも捌森区外にまだ延びることが硴実である。

櫛の規模は幅65cm～80cm、深さ20cm～32cTU,を測る。

櫛5は、 I区東側に位置し、ほぼ南北を指向する全長11mの溝である。櫛の流末は、東西両端ともに調査

区内では検出できず、いずれも調従区外にまだ延びることが確実である。

櫛の規模は幅60dn～72m,，深さ15皿～25cmを測る。

北端は榊1によって切られる。よって、榊lkI)古いと考えられる。

櫛6は、 I区東側に位置し、ほぼ東西を指向する全長6.7mの櫛である。櫛の流末は、西端で検出した。東

端は澗査区外にまだ延びることが確実である。

櫛の規模は幅31cm～35cm、深さ8cTII～23cmを測る。

東端で櫛1に切られる。よって櫛1より古いと考えられる。

櫛7は、 I区西側に位慨し、ほぼ1N北を指向する全長16.7mの櫛である。榊の流末は、南北両端ともに澗

売区内検出した。

櫛の規模は幅40cm～82cm、深さ8cm～20cInを測る。

櫛8は、 I区東側に位置し、ほぼ東西を折向する全長2.5mの櫛である。この櫛は、西端が調査区外へ続く。

櫛の規模は輻28cm、深さ12(mを測る。

土坑5を切る。
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10YR3/4園褐色シルトしまり強粘性中酸化鉄、 10YR4/1褐灰色ブロック
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溝9は、 I区東側に位置し、ほぼ東西を指向する全長3.2mの櫛である。

櫛の規模は、幅22mを測る。

櫛10は、 I区東側に位侭し、ほぼ南北を桁向する全長1.3mの櫛である。櫛の規模は幅62m、深さ24ctnを測

る。

榔3と切り合い、櫛3kl)新しい。

"11は、 I区東側に位慨し、円形の周i聯状を呈する全長1.2mの櫛である。

櫛の規模は幅5cm、深さ3.3cmを測る。

溝12は、 I区東側に位置し、ほぼ南北を指向する全長4.2mの櫛である。溝の規模は幅32cIn～36皿、深さ20

qn～24cnlを測る。東西鮒の底面における比高は約1qnあり、西端底面の方がやや低い。埋土は、不純物皆無

のシルトによる単一用であった。

蕊
cむつ 1

I

ー

ｰ

ヘノI

2

3O (1:2) 10cm

－－－－－－’

図22洞1出土遺物
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2． Ⅱ区の遺構と遺物

HIXでは後世の撹乱や削平が著しく、週柵は検出できなかった。なお、 ‐ド屑を砿鯉するためにトレンチを

設定し検出面より掘り~ドげた。その結果、 トレンチ底で砂礫層を検出した。砂礫用を櫛成する主要な礫は角

が無い円礫であり土砂堆禰物の可能性が高い。このことから時期や規模は不明確ながら、旧河道の存在が推

測される。遺物は、近現代の耕作土や撹乱の埋土等過櫛外から土師器、猟忠器片が出土した。しかしながら、

いずれの過物においても微細な破片であるため実測に耐えうる資料ではなかった。

3．Ⅲ区の遺構と遺物

Ⅲ区の検出而は、旧耕作土及び旧造成盛土の直下に広がる。検出面の標商は西端42.0m、東端40.1mを測

る。東端は、後世の削平が著しくやや低くなっており、過柵は検出できなかった。しかし、検出面では竪穴

住居1棟、溝4条を検出した。

竪穴住居1

竪穴住居lは、 Ⅲ区東側に位慨する。平面形状は方形を呈し、主軸は東西方Ihjである。

規模は、主軸である東西健で4.2m、主軸と直交する南北長で3.8mを測る。残存する側壁の高さは、北側

辺で25cm、南側辺で22cmを測る。

住居を充塊する鯏土は、やや粘質のシルトであった。

ほぼ平坦な床面を有し、床面の面積は約16.4㎡、床面南東側では約3㎡の貼I)床が施されている。床面に

は、土師器、須恵器などの土器類が良好に遺存していた。特に、東側壁付近の床面には多くの土器が集中し

て出土した。また、床而中央では、厚さ5cn'、径24cmの円形を呈する焼土を検出した。

床面で検出した柱穴は4無を数え、 これら桃穴l～4の4難が主柱穴になると考えられる。

カマドは、東側壁巾軸線よりやや南寄りに設世されており、南北両袖とも被熱のため赤化していた。北側

袖は、上部が崩落しており、約2cmの高まりのみが残存していたが、南袖は良好に残存していた。両袖とも

土器や礫等の芯材はみられず、粘質土を突き固めて柵築されている。燃焼部底而は被熱の痕跡を残し、中央

には底部を上向きにした土師器翌が出土した。認は明瞭な2次焼成の痕跡は窺えないが、出土状況から支脚

として転用され設置されたものと考えられる。

煙道は断面径22mの円筒状を呈し、カマドから煙出しまでl.6mを測る刺り抜き式のものである。底面、側

面、天井のいずれも被熱し、崩落を免れ良好に通存している。煙道は煙出しからカマドに向け、約2％の溌

43

A

巳

＜Ⅱ区。Ⅲ区＞

図23 Ⅱ。Ⅲ区過棡配睡図
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り勾配を持つ。煙道埋土は、炭化物を多逓に含むシルトであった。埋土の明瞭な堆積方向はみられなかった

が、煙出しの位悩と形状から考えて開口していた煙出しから流入したものと推測できる。煙出しは平面径30

cmの正円形で、煙道には断面キセル状に取I)付く。煙出し埋土から土師器翌片が出土した。

竪穴住居1出土遺物

土師器・須恵器が主体を占め、器秘柵成は土師器兜がやや多い傾向にある。これらの遺物は竪穴住居埋土、

床面、柱穴埋土、カマド、煙道、煙出しから出土した《’

1～3 ． 5は、須恵器坏である。 1と3は住居の東壁近くの床面直上で正置された3の上に1が合わせ口

状に伏せて侭かれた状況で出土した。

lは口縁蝋部がやや外反する形態を呈する。休部の下半部から口縁部までが回転ナデによる調整が施され、

体部~ド半部から底部にかけてやや弱い横方lhjのナデが施されている。そのため、体部下半部に鋼整差による

稜が生じている。底部は回転糸切り痕を明瞭に残し、糸切りの後無調整である。胎土には白色砂粒を含む。

口縁部外面には、重ね焼きによる色調差がみられ、端部付近はやや濃い色調を呈する。

3は体部から口縁部にかけて器壁が薄く、堀小で2mmである。 1と同棟に体部の下半部から口縁部までが

回転ナデによる調整が施され、体部下半部から底部にかけてやや弱い横方向のナデが施されている。そのた

め、体部下半部に調整差による稜が生じている。底部は回転糸切り痕を明瞭に残し、糸切りの後無鯛盤であ

る。胎土には白色砂粒を含む。 I胃1縁部外面には、虹ね焼きによる色澗差がみられ、端部付近はやや波い色卿

を呈する。また、底部内面と底部外面の一部に通元不足のためやや赤い色調である。

2は住居の南東隅床面直上から出土した。口縁端部が屈曲し外反する形態を呈する。体部は回転ナデによ

る綱盤が施されている。底部は回転糸切り痕を明瞭に磯し、糸切りの後無調整である。胎土は、白色砂粒を

多く含む。口縁部外面には、並ね焼きによる色綱錐がみられ、端部付近はやや濃い色調を呈し、底部外面に

は「十」字状の火襟がみられる。

5は住居埋土からの出土であり、底部と体部下半のみが残存している。底部と体部の境に明瞭な段があl)、

体部はあまり傾斜角度を持たない特異な形態を呈する。形態はl～3の坏とはかなり異なり、底径もl～3

の坏よI)小さい。

4はカマド埋土出土の土師器坏である。口縁部は外反傾向も内湾傾向も認められず、やや肥厚しながら口

唇端部を丸く納める。全体的に摩滅が著しいが、内面にはヘラミガキが施され、黒化処理されている。体部

外面下端には回転へラケズリが1段施されている。底部はl可娠糸切りの後無調整である。

6は住居中央付近の床面直上出土の土師器渦である。体部は外傾し、それに続く口縁は外力に開く形態を

呈する。口緑端部は上方へ僅かにつまみ上げられている。体部内面には横方向の回転へラナデが施され、体

部外面上半には回転ナデの凹凸が明瞭に強る°また、体部外面には単位不明瞭ながらタタキの痕跡が腿めら

れ、 タタキを切るように下から上方向へのヘラケズリが施されている。

7は住居床面直上出土の須恵器甕である。口縁部から頚部の破片であるため全体像は不明だが、口縁部の

作りは丁寧である。口縁部は垂直面を持ち、端部は上方につまみ上げられている。頚部にはわずかにタタキ

の猟跡がみられるが、大半はヨコナデによって消されている。器面にはほとんど降灰がみられない。

8～18は大小の土師器翌である。

8は住居の埋土から出土した。口縁部は外方に開き、端部は内傾気味に上方へつまみ上げられている。本

来この瑚部は、 もう少しシャープであったと考えられるが、畷減しているためやや鈍い。体部はInl転ナデが

施されている。
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9は住居の埋土上層から出土した。緩く外半した口縁は、端部を上方につまみ上げている。この端部の立

ち上がりはやや貧弱である。体部は胴部がやや張った形態を呈し、その部分には明瞭なロクロ目を独す。内

面は、 ヨコナデが施されている口縁部及び頚部以外の体部において横方向に回転へラナデがみられる。内外

面に黒斑がみられるが焼成時のものと考えられる。

10は住居の柱穴1と柱穴2埋土から出土した。やや丸みを帯びた胴部を持ち、口縁部は外反する。口縁端

部は上方につまみ上げられ受け口状を呈し、口唇部は比較的鋭い。体部にはロクロ目が残るが凹凸はあまり

みられない。口縁部内面に黒斑が見られるが焼成時のものかどうかにわかに断じ得ない。

11はカマド付近の床面直上から出土している。口縁部は短く外反し、端部は丸く納めている。体部はやや

丸みを持ち、ロクロ目を残す。内外面に煕斑を有する。

12は住居の埋土から出土した。口縁部は極端に短く外方に開き、端部は上方にわずかにつまみ上げられた

形状を呈する。体部は直立気味に伸びており、外面には明瞭なロクロ目を残す。内面には焼成時の黒斑がみ

られ、外面には二次的な被熱の浪跡が認められる。

13はカマドの埋土から出土した。口縁部は完存している。口縁部は外方にIⅢき、端部は上方につまみ上げ

られ丸く納めた形状を呈する。体部は直立気味に伸びており、外面には非常に明瞭なロクロ目を残す。内外

面ともに赤斑や黒斑が認められ、二次的な被熱痕跡であると考えられ、出土場所がカマド中心部であること

からカマドの支脚の一部として用いられていた可能性が考えられる。

14はカマド内に天地逆さ向きに据えられていた。出土状況からカマドの支脚であると考えられる。口縁部

は全く残存していないが、頚部以下の体部は完形である。口縁部の形態は不明であるが、頚部がやや外方に

開く形状は同種の土師器蕊と違いが無く、同様の口縁形態を呈すると推察できる。体部上半は直立し、下半

は底部に向けやや窄まる。体部外面には明瞭なロクロ目を硬し、同様に内面も良好にロクロ目を残す。底部

は回転糸切りの後無調整である。

15は竪穴住居1埋土から出土した。口縁部はほぼ水平に外方に開き、端部はわずかに上方に伸びる。体部

は直立気味であり、外而にかすかなタタキの痕跡が漣められる°

16はカマドの埋土から出土した。口縁部は外方に開き、端部は外側にわずかな面を作り、上方へはあまり

伸びない。体部は直立気味でロクロ目が確認でき、外面にはタタキとへラケズリの痕跡を残す。タタキは口

縁部から体部上位にかけて認められ、下位ではヘラケズリによって消されている。ヘラケズリの痕跡は上か

ら下方向へ砂粒が移動していることがわかり、工具の動きもこれと同じ方向に使用されたと考えられる。頚

部から体部内面には幅ldn程度の単位で工具痕があり、横方向に回転へラナデが施されている。

17は煙出し埋土から出土した。やや直立気味に立ち上がる体部上半から続く外傾する口縁部を持ち、端部

は外反気味に上方へつまみ上げられる受け口状を呈する。体部下半は底部に向け内傾する。体部外面はタタ

キの後、縦方向のヘラケズリが施されている。ヘラケズリに伴う砂粒の動きは上から下のものと下から上の

ものの両者が認められる。内面は頚部の屈曲以下を横方向の回転へラナデが施され、特に屈曲部においては

工具によって生じた面が顕著である。

18は住居中央床面直上から出土した。全体的に器表面の摩滅が著しい。長胴の体部にやや長い口縁部が形

態の特徴である。体部外面は頚部から下位にヘラケズリが施される。ヘラケズリの方向は上半が縦方向、下

半は不定方向である。ヘラケズリの施されていない頚部付近には、かすかにタタキの痕跡が認められる。外

面には若干ながら二次的な被熱痕跡が腿められる。

19は住居東側壁際の床面直上から出土した須恵器翌である。口縁部と体部上半の一部が欠損しているが、
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その他は良好に遺存している。頚部はやや外傾し、肩部は張らず胴部ほぼ中央に最大径を持つ。胴部下半も

張らず底部へと続く。底部は平底で溶蒋粘土塊の付蒲がある。体部外面には平行タタキが施される。 タタキ

の痕跡には工具原体の木目がみられ、木目に対して直交する平行線の刻みであると考えられる。肩部から体

部上半外面には横方向にカキ目が施されている。カキ目の施されている範囲では、タタキの痕跡が消されて

いるがかすかに確認できる。体部下半内面には、縦方向にヘラナデが施され、休部上半内面には同一工具に

より横方向に連続する回転へラナデが施されている。これらのへラナデは5本程庇の条線l単位が痕跡とし

て明瞭に残存し、部分的に指によるナデによって消されている。この甕は器表面に自然釉が掛かり、釉のガ

ラス質部分は淡い緑色に発色している。

20は住居南西床而直上から出土した猟恵器水瓶である。口縁部から阿部にかけて完存している。形態は、

屑部から口縁部に向け徐々に径を減じる筒状を呈し、口縁端部よりやや下に鍔状の突起を有する。肩部と頚

部の境界には明瞭な段を持ち、肩部はやや撫で肩気味である。内面には粘土紐の巻き上げ痕がナデ消されず

明瞭である。頚部器表面には縦方向に非常に密なヘラミガキが施されている。器表面の縦半分には星状の降

灰が認められる。

溝13． 14溝15． 16

Ⅲ区では南北方向や東西方向を指向する減を4条検出した。櫛13．溝14．減16は互いに同一方向を指向し、

これらは竪穴住居lの主軸方向と同じである。柵15のみが方向を異にする。いずれの柵も調査区外へ両端が

伸びると考えられる。

溝13は、Ⅲ区中央よりやや西側で溝14と近接して位置する。東西方向を指向し直線的な溝である。規模は

西端の幅1.5m、東端の幅l.2mを測り、深さは西側の殿深部で25cmを測る。櫛東西端の底面における比高差

は約2cmあり、西端底面の方が低い。埋土は、不純物昏無のシルトによる単一層であった。出土遺物は、須

恵器や土師器の細片が若干出土したが、図化に耐えうるものはなく時期が明確にできるものではなかった。

ただし、西端では底面より約5cm浮いた状態で拳大よりやや大きな円礫が4個まとまって出土した。いずれ

の礫も自然礫であり、明瞭な加工や使用を示す痕跡はみられなかった。

櫛14は、m区中央よりやや西側で碑13と近接して位置する。東西方向を指向し直線的な碑である。櫛東側

で溝13と重複し、溝13を切る。規模は西端の幅63(m、東端の幅22cInを測る。深ざは西側の股深部で12unを測

る。櫛東西端の底面における比高差は約lcmあり、西端底面の方がやや低い。埋土は、不純物皆無のシルト

による単一層であった。出土泄物は、弧恵器の微細片が出土したが櫛13洲土遺物と同様に図化に耐えうるも

のではなく、時期は不明である。

灘15はⅢ区のほぼ中央に位置し、ほぼ南北方向を指向する直線的な灘である。瀞北端は現代の撹乱により

失われている。規模は南端の幅61cmを測り、岐深部で25cmを測る。埋土は細かな砂粒を含むシルトによって

充填されている。出土遺物は無く遺榊の時期は不明である。

識16は、Ⅲ区東側、竪穴住居1の北西に位置する。東西方向を指向し、直線的な溝である。規模は西端で

73cnl、東端で70cmを測り、蝦深部で24cmを測る。櫛東西端の底面における比高差は約5cmあり、西端底面の

方が低い。埋土は、不純物を含まないシルトによる単一闇であった。出土過物は無く遺柵の時期の特定が困

難であり、近接する竪穴住居1との共存関係も不明である。
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4．遺構外出±遺物

1 ． 4 ． 5は須恵器杯である。いずれもI区1屑から出土した。

1は体部が外傾し、口縁部が直線的な形態を呈する。体部の下半部から口縁部にかけて回転ナデが施され、

体部下半から底部にかけてやや弱い横ナデが施されている。底部は回転糸切り後無調整である。胎土には白

色砂粒を含む。口縁部外面には、重ね焼きによる色調差がみられる。

4は体部のみの破片であるため全体の形状は不明である。体部は回転ナデによる調整が施されている。や

や径が小さく径の割には深めである。

5は口縁部がやや外反する形態を呈する。器高は低く底部に明瞭な段を有する。底部は回転糸切り後無調

整である。

2は須恵器翌である。 I区1層から出土した。口縁部のみの残存であるため全体の形状は不明であるが、

口径はかなり大きく、大形のものであると予想される。

3は土師器翌である。 I区1層から出土した。口縁部直下までへラケズリが及ぶ。体部外面にタタキの痕

跡がかすかに認められる。ヘラケズリの換跡は上から下方向へ砂粒が移動していることがわかり、工具の動

きもこれと同じ方向に使用されたと考えられる。頚部から体部内面には幅lcm程度の単位で工具痕があり、

横方向に回転へラナデが施きれている。

「

鼠
，

旅
一
一

20m(1:4）0

図27遺栂外出土遺物
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V・考察一広岡前遺跡出土の須恵器について－

1 ．はじめに

今回調査した江刺市広岡前遺跡では、平安時代の竪穴住居や土坑など当時の生活に密蒲した遺構から多種

多様な土器が出土した。特に、検出した3棟の竪穴住居内や土坑からは須恵器が多く出土し、土師器ととも

に良好な資料を得ることができた。出土した須恵器は質・量ともにかなりまとまっており、平安時代の江刺

平野における土器様相を考えるうえで重要な資料である。

また、遺跡の約1.8km北西に位置する同市瀬谷子窯跡群は、 この地域における蝋大の須忠器を中心とした窯

業生産遺跡である。この瀬谷子窯跡群は、比較的近い位置関係にある本過跡の遮栂や遺物との関連性も注目

される。この窯跡群は、政治権力の介在するなかで操業されていた官営的窯業生産地と考えられており、北

上川を挟んで対岸に位極する水沢市胆沢城跡は、その生産物の一大消費地である。胆沢城跡はこの地域にお

ける政治・文化の拠点であり、周辺の一般集落の動態を知るうえにおいて機軸となる正要な遺跡である。

地図上において両者の中間に位置する広岡前遺跡は、やはり重要な遺跡であると予想される。したがって、

本稿では出土した須恵器を中心に考古学的な分析をおこない、これら須恵器の歴史的意義について考え、そ

れを発展させて平安時代における土器の生産と流通に関して蒋干の予察を加えたいと思う。

2．出土した須恵器の分類

今回の調査で竪穴住居から出土した須恵器には一定の器種榊成が認められ、これは他の周辺集落において

も同様である。この柵成は、坏・蕊・壷の3種の主要な器柧からなり、それぞれ供膳形態や貯蔵形態を担う。

尚、領恵器に加え土師器には坏・塊・翌・渦などがあり、主に供膳形態や煮沸形態を担うものである。

須恵器坏は、竪穴住居1と竪穴住居3から特に多く出土した。出土した須恵器坏はどれも底部回転糸切り

後無調雌である。底部の残る破片すべて確認したが、その他の切り離しによるものはまったく混められなかっ

た。

坏や塊等供膳形態須恵器と同じく供膳形態土師器との比率は、掲戦した遺櫛出土須恵器坏・塊が供膳形態

全体のうち72％、同じく土師器坏・塊が28％と土師器に比べて須恵器がかなり高い比率で出土している。こ

のような供勝形態にみられる緬恵器の鵬砿傾向は、両者の使用頻庇、耐用年数、消費速度による麓であるか

もしれないが、少なくともこの集落にかなり安定した量の須恵器が供給されていたことを如実に示している

のではなかろうか。ほぼ同じ時期の江刺平野に所在する力石Ⅱ遺跡では、同様の方法でデータを抽出すると、

土師器供膳形態78％に対して須恵器供膳形態22％である。同じく落合Ⅲ過跡では、土師器供膳形態85％に対

して緬恵器供膳形態15％である。このように当該期の典落において、須忠器の供膳形態が高い比率で出土す

る例は数少なく、その点において広岡前遺跡はきわめて異例の様相を示す集落である。このような状況が生

じる要因として、広岡前遺跡が瀬谷子窯跡群という当時の大規模な須恵器生産地に近在する集落であること

と深い関係があるのではないだろうか。しかし、ただ.蝋に距離が近いだけでこのような状況が生じるのであ

ろうかという疑問もある。瀬谷子窯跡群により近い集落の様子が不明であるため断定は避けなければならな

いが、現段階では瀬谷子窯跡群とこの広岡前の古代集落は、実際の距離的関係よりも実質的に近い関係であっ

たことが考えられる。

一方、貯蔵形態を担うと考えられる弧恵器艶は、竪穴住居や土坑から出土している。竪穴住居1床面出土
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の蕊は口縁形態不明であるが、体部外面上半にカキ目、下半にヘラケズリが施されている。回転ナデにより

消えているが、頚部にタタキの痕跡も認められる。堅穴住居3出土の蕊も体部外而上半にカキ目、頚部にタ

タキの痕跡が浬められる°両者は体部上半にカキ目が施されるという点で共通する。胆沢城SD114出土の碩

恵器翌にも同様の器而調整が認められる。さらに、この過構の一括遺物は9世紀第1四半期という年代が考

えられているため、今回出土した須恵器蕊の年代についても同様の時期が考えられる。しかし、須恵器坏類

は述べた通り、底部回転へラ切I)のものはみられないことから須恵器坏類は喪よI)も若干新しい--.群のもの

であることが考えられる。よって、須恵器のみからみた広岡前遺跡の出土遺物の年代は大まかに捉えれば9

世紀初頭～半ばにかけてであると推察される。

須恵器蕊にみられるヘラケズリ澗整は、東北地方特布の調整技法であり、本来は土師器に施される澗整で

ある。体部下半にこのような潤整がみられる竪穴住居l出土須恵器翌は東北地方で生産されたものであると

考えられる。また、頚部～局部にかけて緑色の厚い自然釉が掛かっており、かなI)長い年数操業された螺で

焼かれたものであると推測される。焼成具合も良好で貯蔵形態の器種にしては胎土も糀良である。ある程度

熟練した工人の手で製作され、東北地方に所在する大規模な無業生産地で焼成された後、この広岡前週跡に

供給されたのであろう。

3．出土した須恵器塊

先述した通り、広間前遺跡出土の須忠器では主に坏・兜・壷の3樫が阻められる。しかし、少最ながらこ

れら3種以外の器種も存在する。その一つは境である。塊は供膳形態であり、坏の一種と捉えることもでき

るが、口縁部が著しく外反し、体部下半にやや膨らみを持ち、底部にはしっかりとした高台が付く。このよ

うに、坏とは一線を画す形態を呈し、坏とは大きく異なる要素が多く認められるため、今回は塊という別器

棚として扱うこととした。

今回の調査で須恵器塊は、竪穴住居3から2個体、 I区土坑3から2個体出土した。 （図28－4～7）古

代における須恵器塊は、東北地方では出土数が少なく、 きわめて稀な器柧である。岩手県内では、水沢市胆

沢城跡や矢巾町徳丹城跡などで須恵器塊が出土しているが、これらの緬慰器塊は、いわゆる稜塊とされるも

ので、体部下半に強い稜が巡る。これら稜塊は、やや深い須恵器坏に高台を貼り付けた印象を受ける形態で

あり、底部から口縁部にかけて体部下半の稜で屈曲するもののそれ以外は直線的に立ち上がる形態を呈する。

しかし、広岡前辿跡竪穴佑居3川土の須恵器塊は、須恵器坏とは一線を両す形態を呈しており、いわゆる俊

塊ではないと考えられる。 、

今回取り上げる稜塊と異なる須恵器塊の形態は、猿投山西南麓古窯跡群（狼投窯）など東海地方で生産さ
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0 (1 :4） 20師

図28東海地方産施釉陶器と出土した須恵器腕
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れた緑釉陶器や灰釉陶器などの施釉陶器境にみられる形態であり、中でもとりわけ9世紀代と考えられてい

る黒笹14窯式(K14窯式）～黒笹90照式(K90窯式）の灰釉陶器塊Aと形態および法趾が酷似している。図

28-1～3は猿投辮にある鳴海支群出土資料を再トレースしたものである。 1はNN265号窯出土資料、 2 ．

3はNN268号窯出土資料である。これらは、いずれもK14窯式に相当するとみられる。K14～90を区分する

属性として高台の断面形状が挙げられる。断面方形のいわゆる角商台と呼ばれる特徴を有するK14窯式塊と

断面逆三角形や三H月形のいわゆる三｢Ij1商台を持つK90潔式塊とにそれぞれ細分され、年代も9世紀代を

前半と後半の半期に区分することが可能である。この属性に注目すると広岡前週跡出土の須恵器塊の高台は

角高台である。このような高台形態から考えて、この塊は9世紀前半に比定されるK14窯式の施釉陶器に何

らかの影聯を受けて製作されたと考えられる。よって、この須忠器塊は、どのような経線でどのような影柳

を受けたかにもよるが、現段階では概ね9世紀初頭～半ばまでの年代が考えられる。

この須恵器塊の生産地は現段階では特定し得ないが、近在する瀬谷子窯跡群で単発的に焼かれたものであ

る可能性も考えられる。

このような猟恵器塊は、須患器というよI)むしろ無釉陶器と呼ぶべきものかもしれない。尾野善裕は、 K

14窯式という灰釉陶器成立期に人工的な施釉のされない施釉陶器と同形態の塊やIIIlの存在を想定している。

このような製品の存否そのものに、 まだまだ議論の余地がある段階であろうが、視野に入れる必要はあるか

もしれない。

広岡前避跡出土塊は、竪穴住居3と土坑3出土の3個体が同じサイズであり、土坑3出土の1個体が他の

塊より小振りなものである。どの個体もやはり形態は、いわゆる稜塊とはやや異なる。灰釉陶器には、大小

相似形の塊がセット関係にあることが知られているが、本遺跡でもこのような大小境のセットであったので

はないかと考えられた。しかし、この土坑3出土の小塊は、口縁部が外反せず、体部の形状は坏に近く、胎

土や色調が他の須恵器塊とは異なる点で難がある。この須恵器小塊は、本来他の塊とは別系譜で成立したも

のかもしれない。

4．出土した須恵器水瓶

出土した須恵器の中で、境と同じく主要な器種から外れる須忠器の一つに水瓶がある。この須恵器水瓶は、

竪穴住居1の床而から出土し、口頚部から局部までは完存しているが体部は出土していないため全体の形状

は明らかではない。しかし、わずかに残存する屑部の張りがあまりみられず、いわゆる「なで刑」であるこ

とから体部の形状は正立した卵形を呈すると推測される。幾頚壷あるいは長頚瓶の一棚と捉えることもでき

るが、頚部が細長く、卵形の体部が想定されるため、今回は「水瓶」として報告した。

この須恵器水瓶という器柧は特に岩手県での類例に乏しく、比較に応ずる資料がみられないため器秘につ

いて「水瓶」であるという確証は無く 「浄瓶」である可能性も考えられる。しかし、 「浄瓶」であるための

条件として、屑部に子持ちの注口の存在と頚部の鍔状突起および極細の口縁部の存在が挙げられる。しかし、

今回出土した須忠器「水瓶」には屑部注口に繋がる痕跡は組められず、鍔状突起は頚部上方ではなく口縁端

部直-ドに付けられている。口縁淵部直下に飼状突起が付いている水瓶の例は噺代の定窯産白磁（白盗）水瓶

があるが、今回州土した須恵器水瓶と比較するには、あまI)にも遠くかけ離れた存在であるため比較の対象

とはなり得ない。ただ、本来中国で金属製の仏器として製作されていた「水瓶」や「浄瓶」は、 日本では主

に施釉陶器として生産されているが、稀に無釉の「鎖忠器水瓶」もみられる。これら須恵器水瓶の多くが東

海地方をI1'心に生波きれており、東海地方を'l』心に周辺で沈通しているようである。東海地方における弧忠
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器水瓶は8世紀頃からみられ、 8世紀代のものは頚部中位に明瞭な横方向に沈線が施されているが、 9世紀

代になるとその沈線はみられなくなるようである。今回出土した須忠器水瓶にはそれに骸当する沈線はみら

れない。また、東海地方では、灰釉陶器の「水瓶」や「浄瓶」などの器櫛が生産されるが、これらの器柧が

出現するのは9世紀後半と考えられているK90窯式であり、 10世紀前半と考えられている折戸53窯式(053

窯式）では減少し、その後姿を消す。以上のことから考えても、この須恵器水瓶は9世紀から10世紀前半ま

での年代幅の中に収まるものと考えられる。

広岡前週跡出土の菰恵器水瓶を詳細にみていくと器面調整において次のような特徴がみられる。頚部外面

には、縦方向のヘラミガキが密に施されている。緑釉陶器の古段階では、 1次焼成前にヘラミガキが施され

ることがあるが、通常へラミガキのように器表面の光沢を表出させるような器面澗鞍が、須忠器にみられる

ことはない。このような器面鯛整が施される背後には、光沢を禅たいという意識が砿<!fじられる。すなわ

ち、施釉されない須恵器に比べて施釉陶器の方がガラス質化した釉薬によって艶やかな器表面を呈する。 し

かし、今回出土した須恵器水瓶は、施釉されていないため器表面は生の素地そのままである。そこで、器表

面の艶や光沢を得るために本来須恵器では用いられないヘラミガキという測整技法が施されたものと考えら

れる。この調整が施されている須恵器水瓶には、施釉陶器の外観に近付けようとする意織が見え隅れしてい

るのではないだろうか。

通常、土器製作において鹸終的な器面澗整であるヘラミガキは焼成前に施される。例に違わず、 この狐忠

器水瓶も焼成前にヘラミガキが施きれており、すでに器面調整の工程段階で施釉による器表而の艶や光沢が

得られないという前提があったかと推定される。 もし、施釉陶器を意識していたなら、この前提がある以上

焼成前の段階において、すでに施釉が断念されていたものとみるべきであり、この猟恵器水瓶は施釉陶器を

意識していたが、焼成前から優品に近付けようとしながら須恵器として製作されたと考えられる。つまI)、

この須恵器水瓶は施釉陶器を製作しようとした結果、偶発的に施釉陶器の枠からこぼれ落ちた「須恵器」で

はなく、あくまでも施釉陶器を意識・指向した「須恵器」であったと理解できる。

では、先行して述べた猟恵器境と同じように今回広岡前週跡で出土した猟忠器水瓶はどこで製作されたも

のだったのであろうか。胎土を肉眼で観察すると、大きな砂粒は魁められず、粒径の小さな白色砂粒が極少

鎧認められる精良なものである。また、破断面はやや赤みを帯びている。こような肉眼の観察から瀬谷子潔

跡群で焼成された可能性が考えられる。また、須恵器塊と同じく大規模な狐恵器生産域に近在する集落で出

土した須恵器であるので、やはI)、瀬谷子窯跡群で焼成された製品である可能性が蚊も高いのではないだろ

うか。ただ、このような器種が瀬谷子窯跡出土須恵器にみられないばかりか、主要な供給先である胆沢城跡

や周辺の集落からも出土していないため、瀬谷子窯跡群で焼成されたものであっても単発的で極少逓だけ生

産された器柧であったと考えられる。その希少な製品が竪穴住居から出土する築落は、この点においても特

殊であり、須恵器生産と深い関わりがあったことが想定できるかもしれない。

このような須恵器水瓶の用途は判明していないが、先述した通り、丁寧な器面調整が施され、大量生産さ

れない器種である。このことから少なくとも日用雑器ではないことは疑う余地はなく、何らかの非H常的な

用途が考えられる。本来は仏器の一つであるが、形態も本来のものより崩れているため仏器としての機能を

具備していたとは思えない。しかし、何らかの祭祀や儀礼行為に際して用いられたものであったのだろう。

また、時には威信財となったのかもしれない。
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5．施釉陶器と特殊須恵器との関連性

須恵器塊・須恵器水瓶、いずれもこの地域においては特殊な遺物である。また、それぞれの現で述べた通

り、これら特殊頒恵器は施釉陶器と密接な関係がありそうである。両者の関係は形態の類似から模倣という

行為が採択されたと推測きれる。その行為を探るために器の模倣という行為について考えてみたい。

数多く種類のある器には「模倣される側面」と「模倣する側面」がそれぞれ存在する。より上質な器はそ

の他の器によって目槻とされ、そして模倣されるのが器の常道である。このような器の模倣には段階的な序

列が絶えず存在する。例えば、模式的に表すと以下の通りである。

①「金属器」→模倣→②「磁器」→模倣一･③「施釉陶器」→模倣→④「須恵器」→模倣→⑤「土師器」

ただし、①～⑤の各段階はその前後において直接的に模倣されるとは限らない。①～③のような卓越した

技術を必要とする器は、都城を始めとする先進地に供給され消費されている。このような技術の商低差を反

映している序列順序の逆転はないだろうが、それぞれの間が飛ばされて模倣がおこなわれる可能性は考噸に

入れる必要があろう。

しかし、今回のテーマである③。④間は成形から調整に至る製作過程がほぼ同じであり、窯での焼成段階

で初めて両考は分離されると想定されるため③→④の模倣柳図は崩れないと考えられる。このことからもImj

者を分けるのは焼成技術であることはlⅢ違いない。つまり、この場合器の成形から捌鞍を経た形態は模倣で

きても焼成により変化する質に関しては対応できなかったのではなかろうか。もちろん、焼成まで対応でき

れば施釉陶器模倣の須恵器ではなくなるのだが、今回の出土資料は焼成技術の未熟故に「模倣」に終わった

と解釈できる。須恵器は焼くことができるが、施釉陶器は焼くことができないというジレンマが施釉陶器模

倣須恵器に現れているのかもしれない。

では、このような生産活動の中で起こるジレンマが表出されている特殊須忠器が出土した広岡前遺跡はど

のような集落だったのであろうか。 ．-般的に東北地方における施釉陶器は、猟投潔などの東海地方賑とみら

れるものが遠隔地である城栂や官衙遺跡へ搬入され出土する。一方、一般的な典落での出土は極めて少ない

という事実を考えると、これらは非常に貴重で入手困難な品であったに述いない。と同時に、 これら施釉陶

器は在地にある主要な生産地では生産されていなかったということも想像に難くない。しかし、今回の広岡

前週跡のように一般的な竪穴住居から施釉陶器に似た刎恵器が出土したことは、次の2点が想定される。一

つ目は、城栂や官衙と一般的な集落との間隙を埋めるようなやや有力な集落であった。二つ目は、施釉陶器

に似た須恵器を作った須恵器工人と近い関係にある人々の集落であった。以上のいずれか、あるいは両方の

要因が備わった集落であったことが想定できる。ただし、二つI:lは周辺で施釉陶器に似た須恵器を作ったと

いう前提が必要である。

しかし、いずれにせよ、広間前遺跡はこの地域においてきわめて特殊な巣落であったことだけは間述いな

さそうである。

今回出土した須恵器塊や須恵器水瓶は、これまで言及した通り施釉陶器の外観を愈撤、模倣して生産され

たと考えられる。当時の施釉陶器主要生産地である東海地方の窯や工人、あるいはそこで生産された製品そ

のものとどのような関係があったのか注目されるところである。一般的に、施釉陶器が焼成される地域では

須恵器生産が盛んである、または、かつて盛んであったことが多い。また、主要生産地においては施釉陶器

が須恵器と併焼される例も多くある。つまり、施釉陶器の成立および発展は、大局的に面えば須忠器生巌と

－48－



ハード面・ソフト面で密接な関係にあったと言う事ができる。しかし、施釉陶器の生産技術の方が須恵器の

それより商いものであったことは言うまでもない。これらの須恵器塊や水瓶が瀬谷子窯跡群で生産されたも

のであれば、瀬谷子窯跡群の操業にあたって東海地方から技術の伝播や工人の移動などがあったことが予想

される。特に形態のみならず、法量まで酷似するものを作るということは、熟練した技術を持った製作工人

の存在が窺えよう。しかし、今回紹介した須恵器水瓶は、施釉陶器の主要生産地のものとは形態からして似

て非なるものである。これは、先の須恵器塊とは異なり、唆昧な'|肖報や技術を形にしたから起こりえたのか

もしれない。だとすれば、特殊須恵器として一括して扱っていたが、実は両者は存在する歴史的意味が異な

ることになる。一方は先進的工人移動の可能性を示唆するが、一方は先進的工人不在の可能性である。この

ような矛盾は現段階においては即座に明らかにできないが今後注目していくべき問題であろう。

このような関心事について瀬谷子窯跡群ではいくらかの興味深い事実がある。すなわち、瀬谷子遺跡出土

のあかやき土器の中に施釉陶器の形態を模倣した高台付皿、段皿が出土しているという事実である。現時点

では、瀬谷子窯跡群における須恵器とあかやき土器の関係は暖味さを残しているが、少なくとも10世紀には

東海地方より、この地域に施釉陶器の影騨を受けた土器が生産されていたことは疑いようがあるまい。これ

に関しては小笠原好彦も指摘している通りである。東海地方の影響によって、 10世紀段階に施釉陶器様あか

やき土器生産がおこなわれた瀬谷子窯跡群では、それに先行する9世紀段階に施釉陶器様須恵器生産がおこ

なわれていても不思議ではない。

6． まとめにかえて

広岡前遺跡出土の須恵器を様々な角度から概観した。その結果、竪穴住居や土坑などから出土した須恵器

の器菰榊成は9世紀代の染落におけるセット関係が明瞭であった。その中で須恵器供鵬形態は、土師器のそ

れを大幅に上回る鼠が出土しており、当該期における一般の集落遺跡としては非常に珍しい様相である。こ

の事実から、その他の江刺平野に存在する周辺集落に比べ極端に潤沢な須恵器保有が窺える。供膳形態全体

における須恵器の占める判り合は岩手県内の当該期集落と比較してもかなり高いと考えられる。このことは、

本過跡に近在する瀬谷子窯跡群の存在がその背紫にあると予想できる。

この大規模な窯跡群は、胆沢城跡から多くの製品が出土しており、官営的性格が強いものと考えられてい

るが、 もし、この瀬谷子窯跡群が官営の土器生産地であれば、本遺跡との関係は地理的な繋がりのみならず、

政治的な繋がりをも考えざるを得ない。広岡前遺跡は、地理的には領恵器の大規模生産地である瀬谷子窯跡

群と領恵器の大量消費地である胆沢城との中間に位置しているが、それ以上に需要と供給のシステムの狭間

に位置していると考えられる。これは、 まさしく政治的な背景が見え隠れしている事象の一つではないだろ

うか。このような政治的な繋がりについて考古学的に言及することは非常に難しいが、周辺の集落との細か

な比較をおこなうことで何らかの手がかりを掴むことが出来るかもしれない。本遺跡の所在する稲瀬地区で

は、平安時代集落の様相があまり明らかになっていない。よって今後、周辺での調査が進めば比較の対象資

料が増え、 より瀬谷子窯跡群と周辺集落との比較によって具体像に迫ることが可能になるであろう。今後、

注目すべき耶象である。

さらに、今回の調査では、施釉陶器との関係を強く示唆するような須恵器が出土した。須恵器塊と須恵器

水瓶がこれにあたる。これらは、その形態から東海地方を中心に生産されていた施釉陶器の外観を意識、あ

るいは模倣していると考えられる。特に、このような須忠器が施釉陶器を模倣したものだとすれば、モデル

になった施釉陶器の時期より古く遡るようなことはあり得ない。さらに、大幅に時期が新しくなることも考
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え難い。模倣須恵器とモデルの施釉陶器は、同時期あるいは模倣されたものがやや新しいということが想定

できる。このことから、今回出土した頒忠器塊はK14窯式の施釉陶器の模倣である可能性が商いという点か

ら9世紀初頭～半ば頃のものと考えられ、同じく須悪器水瓶は塊よりも不明砿であるが、器棚の消民から9

世紀代のものと考えて良さそうである。以上の年代観は、竪穴住居出土の土器年代に創鮒を来すものではな

いため、そのままストレートに採用できそうである。

これら須恵器塊や須忠器水瓶は、過跡周辺を含む東北地方ではきわめて珍しいものであるため、広間前週

跡と東海地方とのiⅢに何らかの接点が存在すると考えられるが、直接的な接点を見lliすことは現段階では困

難である。 しかし、そこに瀬谷子窯跡群を挟み込むことにより、東海地方とのIMわりを積極的に評価するこ

とができるかもしれない。先述した通I)、この遺跡は猟恵器の圧倒的保有鼠によって瀬谷子潔跡群との深い

関係が想定されるため、東海地方と広間削遡跡とが直接繋がらなくとも瀬谷子窯跡群を介する形で繋がって

いたとも考えられる。加えて、これまでの研究で瀬谷子窯跡群と東海地方とは、あかやき土器生産段階で繋

がりをみることができる。このことは、少なくとも10世紀代には東海地方から技術や知識が伝播しているこ

とを示している。しかし、広岡前遺跡で出土した須忠器?の存在によって、 さらに古い段階である9世紀代

に東海地方と瀬谷子窯跡群との繋がりが具体性を帯びてくるとも考えられる。もっと言うならば、 9世紀代

に瀬谷子窯跡群で東海地方の影響を受けた土器が生産されていた可能性が考えられ、瀬谷子窯跡群操業初期

段階から東海地方より技術が伝わっていた可能性が聞くなった。禰谷子寵跡群が官営的性格を持つ土器生産

地であるとすれば、東海地方から政治的な主導のもと技術あるいは:I:人が移動してきたのであろうか。現段

階では不明確な当時の土器生産・窯業生産について言及できる数少ない亜要な出土遺物であることは間違い

ない。

般後に、広岡前適跡・瀬谷子無跡群・東海地方の窯業生産過跡・胆沢城跡の相互関係が現時点では不明確

であl)、今回述べたことも憶測の域を脱することができない。

また、今回は扱う資料を須恵器のみに限定して分析をおこなったが、その他の遺物に関しても今後検討材

料に加えていく必要があろう。

なお、本稿は捌査を終え、感じたままを吐き出すように述べたのみの感があI)、槻極的に評価できなかっ

た部分も多くある。その部分に関しては、筆者の実証作業不足に他ならない。勝手ながら今後の予察として

おきたい。
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Ⅵ、調査のまとめ

1 ． はじめに

今回の調査で竪穴住居3棟、土坑7基、櫛、井戸など多くの遺櫛と、これらの遺榊に伴う遺物が確認され

た。検出した遺櫛や出土した遺物より、この広岡前遺跡は平安時代の集落遺跡であることがわかった。また、

多くの鍛冶関連遺物や検出した炉の存在から鍛冶などの鉄製産をおこなっていた遺跡でもあることが想定で

きた。ここでは、いくつかの項目を設定し推察及び私見を交えながら調査のまとめを述べたい。

2．竪穴住居を中心とする遺構と出土遺物

竪穴住居はI区において2棟、Ⅲ区において1棟検出した。検出した竪穴住居は密集度が低いが、出土遺

物から大幅な時期差は考えられない。加えて、住居の主軸、カマドの取り付け位置についても大きな差は認

められず、これら3棟の竪穴住居はほぼ同時期に併存した可能性が高い。

各竪穴住居間は、竪穴住居1のみが比較的離れているが、各住居から出土した土器類の特徴が酷似し、ほ

ぼ同一時期の可能性が高く、比較的近い関係にあったと考えられる。

災落を櫛成する要素のうち竪穴住居以外では、櫛や墓、生産過柵などがある。櫛は、水利に伴うものや築

落内を区画するものなどが考えられる。今回の調査においても櫛を検出している。これらの柵は櫛lを除く

とすべてがほぼ同じ軸あるいはそれらと直交する方向を指示していることが注目される。これらの方向性は

住居の主軸と何らかの関係があると考えられ、その用途は集落内において重要な性格を保持していたもので

あろう。今回の調森では田畑などの耕作地は検出されておらず、周辺に存在するかもしれないが櫛群と関係

付けることは現段階では不可能である。

耕作地が近隣に存在したかどうかは不明であるが、集落内において何らかの生業が営まれていたはずであ

る。特に土器類の特殊な出土等を考えると有力な集落であったと考えられる。 しかし、その埜盤となるもの

は明らかにできなかった。ただし、土器特に須恵器において特殊性がみられることから須恵器生産と関係の

ある集団、集落であるかもしれない。ただ、生産に直接従事していた集団であれば、もう少し窯に近い位置

に居住域を設けていてもおかしくない。想像の域を出ないが、須恵器生産築団を管理掌握していた集団ある

いは、須恵器の流通に関与していた築団などが想定できるのではないか

竪穴住居出土の土器を概観すると、 日常の器種がほぼ完全なセットで揃い、なおかつ一括性が商い。竪穴

住居1出土‐卜器の器種柵成は、供膳形態である土師器・須恵器の坏や塊、煮沸形態である土師器喪、貯蔵形

態である須恵器認・壷などが挙げられる。

竪穴住居lの床面ではまとまった土器の出土が認められた。出土遺物を概観すると、須忠器坏類は底部回

転糸切り後無調整のもののみであり、いわゆる「あかやき土器」の存在は認められない。もっとも多く出土

している土師器翌類は小形のものと大形のものに分かれ、両者とも粘土紐巻き上げによる1次成形の後、小

形のものはロクロによる2次成形と回転ナデが顕著にみられ、大形のものはロクロによる2次成形タタキや

ケズリなどの調整がみられる。小形蕊の底部は回転糸切り後無調整である。また、須恵器翌にはカキ目が体

部上半にみられる。伊藤博幸氏の編年に照らすとカキ目の施される須恵器翌を9世紀の第1四半期と考えら

れる。土師器喪は、大小の分化と小形翌の腹部回転糸切り後無調整であることから9世紀第2四半期に当て

はめることができる。須恵器坏は後出するものが主体となる可能性がある。竪穴住居1床面出土遺物は概ね
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9世紀前半～後半のものであると考えられる。埋土から出土した遺物と床面から出土した通物の間に時IⅢ蕊

が考えられるため、 9世紀前半から9世紀後半の間に生活が営まれ、 9世紀末から10世紀初頭頃にはすでに

廃絶していたものと考えられる。

竪穴住居2は、出土遺物が少なく、遺柵の大半が不明確なため詳細な時期は不明である。あえて年代を与

えるならば、出土した土師器翌より9世紀の住居であると考えられる。

竪穴住居3は、 9世紀前半から911t紀後半までの時期が考えられる。出土した土器の中に鍋併されたもの

が存在するが、この時期、この地域において一般集落過跡から墨瞥土器が出土する例は多く、 この時期にお

ける墨書土器の出土は即識字層の存在を示すわけではないと考えられるが、今回出土の「大」の文字は比較

的錐慨れた文字であるため臓字層を想定できるかもしれない。

また、土坑5は、その他の土坑と埋土が異なり、 きらに規模や形態から竪穴住居である可能性も考えられ

る。

土坑1， 3， 7からは土器が多く出土した。これらの土器は、いずれも破片であり竪穴住居と同じ時期の

ものと考えられ、特に土坑3と7出土の土器は相互に接合関係が鯉められるものもあり、時期はもとより性

格に至るまで近い関係であったと考えられる。同様に土坑3， 7出土の土器の中に竪穴住居3埋土出土の土

器と接合関係が認められるものがあり、これらの土坑と竪穴住居3とは密接な関係があったと考えられる。

以上のことから土坑3， 7の2蕪は、竪穴住居3に伴う睡外の土器廃棄迩栂であったという可能性も想定で

きる。これに関連して、土坑埋土からは多くの焼土塊や炭化物が出土している。蝋穴住居3、 ｜可カマドの作

り替え行為がなされる度に機能した廃棄土坑である可能性も考えられる。

3．鍛冶関連遺棡及び関連遺物

西側調査区では、鍛冶関連の炉と考えられる遺柳2韮を検出した。 2基とも同一軸方向に向き、同一規格

の同一形態を呈する遺構である。遺桶の規模や形態など諸属性から鍛冶関連の炉であると考えられる。 さら

に、櫛1埋土からは多くの鉄津が出土した。鉄津は鉄塊系のものも含み、鉄の溶藩痕を残すフイゴの羽口も

確認された。また、井戸l埋土上届からは鍛造剥片が出土した。このような過柵や遺物から鉄製産・鍛冶が

おこなわれていたことは確実である。 しかし、時期の判定が可能な土器などの遺物は共伴していないため、

明確な時期は特定できない。ただし、鉄津類の多く出土した櫛1は竪穴住居2を分断して流れており、櫛の

軸線が現代の地制と符合する。このことから櫛lは古代の過柵ではない可能性が高い。同時に竪穴住居床面

や埋土下位から鉄製産関連遺物の出土はみられない。

これらのことから鍛冶関連の施設およびそれに伴う鍛冶関連遺物は、竪穴住居が展開していた平安時代以

降の所産とみて間述いない。中世あるいは近世の所産であったと思われる。

ただし、調査区内から近現代の週物は若二1二趾みられたが、確実に中IItと考えられる出土過物は全くみられ

なかった。また、遺跡周辺では「カジヤシキ」という地名あるいは家名の伝承も残っているらしく、 これを

｢鍛冶屋敷」と解釈することも可能であろう。以上を総合すると中世というより近世により近いと思われる。

今後、周辺での潤査耶例の墹加を待ち検討を加える必要がある。

4．総括

広岡前遺跡は、今回の調査で確認した遺柵および遺物より9世紀前半から9世紀後半までを中心とする築

落遺跡であると考えられる。江刺平野を中心とする周辺域では、当識期において爆発的に住居数のjW加がみ
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られる傾向にあり、 しばしば北上川対岸に位置する胆沢城設偶と関連付けられることがある。 しかし、今InI

の調在では、典落の核である竪穴住居の検出数がわずか3棟だけであり、その数は決して多いものではない。

また、住居の密集度合いも希薄である。このように竪穴住居の辮集庇が商くないことから今回の訓森地点が

集落の縁辺部であった可能性も考えられる。しかし、竪穴住居内の出土遺物から判断して他の周辺集落より

やや有力な築落であった可能性が高い。これに関しては、竪穴住居内から出土する猟忠器の割合が非僻に商

<、他の集藩とは異なる。

須恵器が潤沢にある状況は、瀬谷子窯跡との関連も考噸する必要があろう。住居内出土の鎮恵器は、広岡

前遺跡の北西1.8kmに位置する瀬谷子窯跡群で生産されたとみられる坏などがまとまって出土しており、在地

に根ざした集落であったことが予想される。また、考察で述べた通り水瓶や塊など将異な須忠器を所有する

集団が想定されるため窯業生産との関わりが深いと考えられる。この関わりについては、土器の生産や流通

との関係を考慮する必要があるが、発掘調査から明確にすることができなかった。

また、今回の調査では、鍛冶炉や鍛冶関連遺物を確遡した。そのため平安時代の集落における生産基盤と

して鉄製産を考えることができるかもしれないが、現時点では鉄製産と竪穴住鵬とのI則係は非備に希即であ

ると言わざるを得ない。先に述べた通り、遺栂や辿物から総合的に判断して、鉄に関巡する作業は中世～近

世の所産であると考えられるが、近世以降の所産の可能性が高い。

今回の調査では集落の全容を知ることはできなかったが、胆沢城対片&に位侭する911t紀前半から1011t紀ま

での染落様相の一端が蹴える点で大きな成果であった。今後周辺の潤在がおこなわれれば、明確に出来なかっ

たものも明らかになると思われる。また、土器の年代観、集落の様相などより厳密な成果が期待される。江

刺平野における今後の出土資料の増加を切に願う次第である。

－54－



表3 遺物観察一覧表（土器）

ｌ
可
。
Ｉ

図版 写真図版 分類 器種
残存
率(%）

法 量(cm)

口径 底径 器高 器厚

色 調

外 面 内 面 破断面
胎土 焼成 備 考

図9－1 写11－3 土師器 甕 301 15.8
７
．

７
． 0.5 lOYR5/2灰黄槌色 10YR3/21M褐色 10YR3/2肌褐色 ○ ○ I]緑嫡郁滴れ気味

図9－2 写11－2 土師器 饗 301 ？
■ 7.6 0 8 10YR8/1灰白色 10YR8/2灰白色 I0YR8/2灰白色 ○ ○

図9－3 写11－1 土師器 要 304 ？
◆ 7.4 0 9 l0YR7/4にぷい黄樋色 lOYR8/6黄松色 10YR7/4にぶい買価色 ○ ○

図12－1 写11－5左上 須恵器 坏 40 13.8 5．7 4 7 0 6 l0YR7/2にぷぃ萸桓色 10YR7/1灰白色 10YR7/1灰白色 ○ ○

図12-2 写12－2 須 悪器 坏 40 14 2 (6) (4 8） 0 6 5Y6/1灰色 5Y6/I灰色 5Y6/1灰色 △ ○ 口緑銘内面に沈縫橡一条

図12-3 写12-11 須 葱器 坏 40 (15 O) (5.8） 4 8 0 5 l0Y6/l灰色 l0Y6/l灰色 I0Y6/I灰色 ○ ○

図12－4 写12－7 須 謹器 坏 40 (14 8） (6 6） 4 4 0 6 5YR7/4にぷい腫色 5YR7/4にぷい杷色 2.5Y6/1黄灰色 ○ △ 遍元不足

図12－5 写12-10 須 葱器 坏 301 (15 7） (6 5） 5 3 0 6 5Y6/l灰色 5BG6/I青灰色 5nG6/1両灰色 ○ ○

図12-6 写12-9 須 葱器 坏 40 (14 8） 5 5 4 8 0 7 l0YR8/3洩燈色 10YR8/3浬柾色 l0YR8/3洩笹色 ○ × へラ記号『－－あj】

図12－7 写12－8 須恵器 坏 301 (15 0） (7 O) 4 1 0 5 5Y8/1灰白色 5Y8/1灰1.1色 5Y8/1灰白色 ○ △

図12-8 写12-5左下 須恵器 坏 304 (14 0） (6 8） 5 8 0 6 10YR7/6明黄褐色 10YR7/41 ぶい貿樋色 l0YR7/41 ､閃柾色 ○ ○

図12-9 写12－3 土師器 甕 50 ？
● 6 9 0 7 10YR6/3にぶい黄桓色 IOYR7/3にぶい黄樋色 l0YR7/31 ぷい閃罹色 ○ ○ 二次焼成痕あり

図12-10 写ll-4左下 土師器 甕 30↓ ？
◆ (5 8） 0 7 lOYR5/2灰褐色 l0YR8/2灰白色 10YR8/2灰【｡'色 △ ○ 二次焼成棋あlj

図12-11 写13-1 土師器 坏 70 12.2 6 8 5 0 0 6 5YR6/6檀色 7.5YR1.7/1珊色 7.5YR1.7/1肌色 ○ ○
内外瞳iともにタール状険
化物付蒜

図12-12 写13－7 土師器 坏 30↓ ？
● 5 8 (1 6） 0 7 lOYR7/4にぶい黄紐色 2.5YR3/l蹄が縄色 2.5YR3/1略券灰色 ○ ○ 内世iヘラミガキ

図12-13 写13-8 土師器 坏 304
？
。 75 06 7.5YR6/6桧色 7.5YR2/1肌色 7.5YR6/6樋色 ○ ○

図12-14 写13-10 須恵器 坏 30↓
、
〃
の (6 0） 0 8 7.5YR6/4にぶい担色 N5/0灰色 N5/0灰色 ○ △ 廻元不足

図12-15 写13-9 須恵器 坏 30↓
命
〃
◆ (6 1） 0 7 5Y6/l灰白色 5Y7/l灰白色 5Y7/1暖白色 ○ △

図12-16 写13－6 須恵器 壷 30↓ (12.6) 0 5 10BG5/l青灰色 lOBG5/l青灰色 10BG5/1青灰色 ○ ◎ 内閲に星状の降灰あり

図12-17 写14－1右上 須恵器 蕊 301 (25.0） 0 8 IOBG5/l背灰色 lOBG5/l背灰色 lOBG5/1宵灰色 ○ ○

図12-18 写11-4左下 土師器 翌 304 (22.0) 0 7 lOYR7/6明黄褐色 l0YR7/6明質褐色 10YR6/2灰黄掲色 ○ ○

図12-19 写13－2 土師器 坏？ 40
？
。 (8 O) 1 0 10YR7/4にぶい簡桧色 10YR7/4にぷい貸概色 IOYIW/4にぷい貿樋色 ○ ○

図12-20 写11－5右上 須恵器 坏か 301 (17.0) 0 5 lOBG5/l背灰色 lOBG6/1W灰色 l0BG6/1商灰色 ○ ○ と胎土・色岡似る

図12-21 写12－5中上 須恵器 坏 99 16.3 6 1 7 1 0 9 lOBG7/1明青灰色 10BG7/1明青灰色 10BG7/1明青灰色 ○ △
懇啓「大」道学（体部ﾀ1
m)

図12-22 写12－1 須恵器 坏 60 16.3 6 4 6 1 0 6 IOBG6/1青灰色 10BG6/I青灰色 l0BG6/1青灰色 ○ ○



Ｉ
認
Ｉ

図版 写真図版 分類 器種
残存
率(兜）

法 儲(cm)

口径 底径 器高 器厚

色 調

外 面 内 面 破断面
胎土 焼成 備 考

図12-23 写12－5 須恵器 坏 301 (16.0) (7.0) (4.5） 0.5 2.5Y8/l灰白色 2.5Y8/1灰白色 2.5Y8/1灰白色 ○ × 還元不足

図12-24 写12－6 須恵器 坏 40 (17 9） (4 5） 0 6 2.5YR7/4淡亦極色 2.5YR5/3にぶい赤褐色 2.5YR7/4淡赤極色 ○ × 還元不足

図12-25 写13－4 須恵器 甕 30↓ (20 4）
I

1 0 N5/0灰色 N5/O灰色 N5/O灰色 ○ ◎ 緑色の自然帖かかる

図12-26 写13-11 土師器 翌 40 (31 2）
ト I

0 6 2.5Y"2灰簡色 I0YR8/2灰白色 IOYR8/2灰白色 ○ ◎ 外面に二次焼成復あり

図12-27 写12-12 土師器 坏 50 (17 O) (8 O) 5 8 0 7 7.5YR5/4にぷい褐色 7.5YR2/1肌色 7,5YR5/4にぶい褐色 ○ ○

図12-28 写11－4右上 土師器 翌 301 (14 6）
I ド

0 6 lOYR8/2灰白色 lOYR7/1灰白色 lOYR7/1灰白色 ○ ○

図12-29 写11－4左上 土師器 翌 301 (19 7） 0 6 2.5YR6/1にぷい観色 lOYR7/3にぶい飼樋色 2.5Y4／1賃灰色 ○ ○ 器幾面剥落箸しい

図12-30 写12－4 須恵器 椀 98 18 4 8 7 6 2 1 2 5BG5/l青灰色 5BG5/1青灰色 5BG5/1青灰色 △ ◎ 底部内面は磨滅否しい

図12-31 写11-5左上 須恵器 椀 40 (18 2） 0 6 5B6/I青灰色 N4/0灰色 2.5YR5/1赤灰色 ○ ◎

図12-32 写12－3 須恵器 坏 50 (14 1） 5 2 5 4 0 6 2.5Y7/1灰白色 2.5Y7/1灰白色 2.5Y7/l灰白色 ○ ×
底部外面に
毘号あり

｢＋」字へラ

図12-33 写13－5 土師器 蕊 50 (24 O) 0 7 l0YR8/l灰白色 lOYR8/l灰白色 l0YR8/1灰白色 ○ △

図15－1 写14-10左 須恵器 坏 301 (14 5） (6 5） 4 6 0 6 IOY6/1灰色 IOY6/1灰色 lOY6/1灰色 ○ ○

図15－2 写14-10右 須恵器 坏 301 (13 7） (7 0） 5 3 0 6 lOY6/2灰色 lOY6/2灰色 lOY6/2灰色 ○ ○

図15－3 写14－7上 土師器 翌 304 (25 0）
ト ト

0 7 2.5YW4淡貿色 2.5Y8/2灰白色 2.5Y8/2淡賃色 ○ △

図15－4 写14－7下 土師器 喪 304 (25 1）
し

0 8 10YR6/31 ぷい負極色 10YR6/l褐庚色 lOYR6/3にぶい黄痩色 ○ ○

図15－5 写14－2 土師器 坏 40 ？
◆ 5 7

P

0 8 I0YR7/4にぶい黄唖色 lOYR2/1肌色 IOYR7/4にぶい黄極色 ○ ○

図15－6 写14－3 須恵器 坏 301 ？
① (7 3）

し

0 7 7.5Y6/I灰白色 7.5Y6/1灰白色 7.5Y6/1灰白色 ○ ○

図15－7 写14－1左上 須恵器 壷 301 (12.6) 0 6 N5/0灰色 10YR5/1赤灰色 10YR5/1赤灰色 ○ ◎

図15－8 写14－6 土師器 坏 40 14.4 (5 2） 4 4 0 7 lOYR5/3にぷい貿唖色 10YR3ノ 凧褐色 IOYR5/3にぷい黄極色 ○ ○

図15－9 写14-11 須恵器 翌 30j ？
● 1 1 5Y5/I灰色 5Y5／ 灰色 5Y5/1灰色 ○ ○

図15-10 写14－4 須 恵器 坏 301 (15.0) 0 5 5Y6ﾉ1灰色 5Y6／ 爽色 5Y6/1灰色 ○ ○

図15-11 写14－8 須 悪器 坏 70 14 0 6 4 5 8 0 6 l0BG6/I青灰色 10BG6ノ 青灰色 10BG6/1胃灰色 △ ◎

図15-12 写14－9 須 恵器 70 13 3 7 7 5 2 0 5 5BG6/l青灰色 5BG6/】青灰色 5BG6/1青灰色 ○ ◎

図15-13 写14－1左下 須 恵器 301 (18 O) 0 5 IOBG4/I疏青灰色 10BG4/1陪青灰色 N5/O灰色 ○ ○

図15-14 写14－5 土師器 坏 301 (13 9） 0 8 7.5YR6/6値色 7.5YR2/1肌色 7.5YR6/6檀色 ○ △

図16－1 写15－3 須恵器 坏 60 (13 4） 5 5 4 6 0 7 7.5YR5ﾉ2灰褐色 7.5YR5/2灰褐色 7.5YR5/2灰褐色 ○ △ 還元不足
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図版 写真図版 分類 器種
残存
率(%）

法 量(m')

口径 底径 器高 器厚

色 鯛

外 面 内 面 破断面
胎土 焼成 備 考

図16－2 写15－1 須恵器 坏 100 14.7 6.3 5.2 0.9 5YR8/3淡樋色 5YR8/3浪桓色 ○ × 還元不足

図16－3 写15－6 須恵器 坏 60 14.2 5 2 4 6 0 8 10YR8/3浅簡栂色 I0YR8/3洩貧樋色 I0YR8/3没寅唖色 ○ △
底部外面に「＋」字へラ
鎚号あり

図16－4 写16－5左 須恵器 坏 301 (15.2）
I し

0 5 5B5/1宵灰色 5B6/1背灰色 5B6/1青灰色 ○ ○

図16－5 写16－2 土師器 坏 50 (13.0) (6 9） 5 1 0 9 10YR8/3洩黄桓色 10YR2/1肌色 10YR8/3浅黄樋色 ○ ○

図16－6 写15-7 土師器 坏 304
？
。 72

ﾄ

0 9 lOYR7/4にぷい萸樋色 7.5YR2/1肌色 I0YR7/41二ぶい貨捜色 ○ ○

図16－7 写15－5 土師器 坏 50 (14.8） (6 2） 5 6 0 8 I0YR6/2灰黄縄色 10YR2/1肌色 l0YR6/2灰黄縄色 ○ ○

図16-8 写15－4 土師器 坏 60
、
ｆ
合 65

ﾄ

0 9 7.5YR7/4にぷい極色 2.5YR2/1肌色 7.5YR7/4にぶい唖色 ○ ○

図16-9 写15－2 土師器 坏 60 12.1 6 0 4 9 0 8 7.5YR6/4にぶい鐙色 l0YR4/1縄灰色 7.5YR6/41こぶい頓色 ○ △

図16-10 写15－8 土師器 甕 301
？
。 72

I

1 1 IOYR7/3にぷい黄極色 10YR7/3にぶい貿柾色 l0YR7/31二ぶも､黄翻色 ○ ○

図16-11 写15-9 土師器 甕 30↓ ？
■ 8 6 0 6 2,5YR6/6樋色 2.5YR6/6檀色 2.5YR6/6種色 ○ ○

図16-12 写16－4 土師器 甕 30↓ ？
◆ (8 O) 1 4 10YR4/2灰黄褐色 I0YR6/3にぶい償樋色 IOYR4/2灰黄団色 ○ ○

図16-13 写16-5右 須恵器 坏 30↓ (13.5） 0 5 5B5/1背灰色 5B5/I青灰色 7.5YR6/1縄灰色 ○ ○

図16-14 写16－7右上 土師器 翌 30↓ (16 2）
I

0 4 2.5Y6/2灰萸色 2.5Y6/2灰貨色 2.5Y6/2灰貸色 ○ ○

図16-15 写15-7左下 土師器 甕 40 (20 3）
し

0 7 lOYR7/3にぷい黄桓色 10YR5/1縄灰色 10YR7/3にぷい両笹色 ○ ○ 内面に炭化物付着

図16-16 写15-11 土師器 甕 40 10 8
I

0 3 10YR7/21二ぶい黄徹色 2.5Y7/3浬賦色 10YR7/2にぶい闘極色 ○ ◎

図16-17 写16－7左上 土師器 甕 30↓ 23 5
I

0 5 lOYR5/6貿褐色 l0YR5/6閃褐色 l0YR5/6頁間色 ○ ○

図16-18 写16-7右下 土師器 甕 30↓ (21 9）
I

0 5 2.5Y4/2踊灰戊色 2.5Y4/2時灰黄色 2.5Y2/2暗灰貿色 ○ ○

図16-19 写16－3 土師器 鉢？ 301 (23 3）
I

0 7 10YR8/4混黄役色 5Y2/1醐色 lOYR8/4浬負極色 ○ ○

図16-20 写15-12 土師器 甕 30j ？
■ (18.7） 1 5 l0YR8/2灰白色 IOYR〃2灰白色 I0YR8/2灰白色 ○ △

図16-21 写16-6 土師器 喪 40 (32.4）
、
ｒ
■ 09 l0YR8/3灰白色 lOYR8/3灰白色 l0YR8/3灰白色 ○ ○

図16-22 写15-10 須恵器 甕 30↓ ？
● 1 0 10Y6/1灰色 N4/0灰色 N6/0灰色 ○ ○

図25-1 写17－3 須恵器 坏 60 13.7 6 4 0 4 0 7 5Y6/l灰色 5Y6/l灰色 5Y6/1灰色 ○ ○

図25－2 写17－2 須恵器 坏 70 13.6 5 7 4 2 0 6 N6/0灰色 N6/0灰色 N6/0灰色 △ ○ 外面に火編あり

図25－3 写17－1 須恵器 坏 80 14.6 6 9 4 1 0 6 IOBG5/l背灰色 5YR5/2灰褐色 5YR5/3灰縄色 △ △

図25－4 写17－4 土師器 坏 40 (13.2） (6 5） 4 5 0 8 7.5YR6/6樋色 7.5YR2/1照色 7,5YR2/1瓜色 ○ ○

図25－5 写17－5 須恵器 坏 30
の
ｒ
◆ 48 07 N5/0灰色 N5/O灰色 5YR5/3にぷいが間色 ○ ○
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％で表し、30%以下のものは特に「30↓」と表した。

梢良」…○「やや粗」…△「粗」…×と記号化した。

値は、残存値・推定値を（ ）で表した。

非常に良好」…。「良好」…○「やや不良」…△「不良」 …×と記号化した。

図版 写真図版 分類 器種
残存
率(%）

法 量(cm)

口径 底径 器高 器厚

色 調

外 面 内 面 破断面
胎土 焼成 備 考

図25－6 写18-2 土師器 鉢？ 30 (40.0)
、
ｒ
争

？
■ 0.85 5Y7/1灰白色 lOYR7/3にぶい貫樋色 5Y7/l灰白色 ○ ◎ 二次焼成痕なし

図25－7 写17－6 須恵器 壷 301 (18 8） 0.7 N3/O巧灰色 2.5GY4/1蹄オリーブ灰色 7‘5GY5/1総灰色 ○ ○

図25－8 写18－1右下 土師器 蕊 301 (15 0）
I

0 7 5YR7/2明褐灰色 2.5Y5/2暗灰貿色 5YR7/2咽褐色灰色 ○ △

図25－9 写19－1右 土師器 翌 40 (16 4） 0 7 10YR7/にぶい寅極色 l0YR7/3にぶい薗柾色 10YR7/3にぶい買檀色 ○ ○ 内外面に黒斑あI）

図25-10 写18－5 土師器 甕 50 (15 3）
I

0 7 lOYR8/2灰白色 lOYR8/2灰白色 lOYR8/2灰白色 ○ △

図25-11 写18－6 土師器 甕 40 (15 4） 0 6 5YR6/2灰褐色 7.5YR7/3にぶい灰色 5YR6/2灰褐色 ○ ○

図25-12 写18－1左下 土師器 翌 301 (14 3）
I P

0 3 l0YR7/2にぷい両極色 l0YR7/2にぶい黄侭色 l0YR7/2にぶい負極色 ○ △ 外面に二次燈唆痩あI）

図25-13 写18－1右上 土師器 蕊 30 (14 2）
ﾄ し

0 5 2.5Y7/1灰白色 2.5Y8/2灰白色 2.5Y8/2灰白色 ○ △

図25-14 写18－3 土師器 髪 70
？
． 6 2

I

07 5YR6/4にぷい柾色 5YR6/6樋色 5YR6/6檀色 ○ ○

図25-15 写18-1左上 土師器 甕 30 (22.2） 0 7 5YR7/2明縄灰色 5YR7/2明間灰色 5YR7/2明褐灰色 ○ △

図25-16 写19－1左 土師器 甕 301 (23 0） (12.4） (7 5） 0 8 l0YR7/2にぷい賃笹色 10YR7/2にぶい貿極色 lOYR7/21二ぶい賃檀色 ○ ○

図25-17 写18－7 土師器 甕 40 (22 2） ？
● 1 0 7.5YR7/4にあ;い授色 7.5YR7/4にぷい侭色 7.5YR7/4にぶい唖色 ○ ○

図25-18 写18－4 土師器 甕 50 (24 4） 7.4 33.0 2 1 5YR8/4淡笹色 5YR8/4淡桓色 5YR8/4浜笹色 ○ △ 暦減著い、

図25-19 写17－8 須恵器 翌 60 16 8 11.7
ワ
． 33 N3/肩灰色 N3/0筋灰色 N3/0暗灰色 ○ ○

図25-20 写17－7 須恵器 水瓶 40 1.9
、
〃
● 14.6 1 10BG5/1青灰色 l0BG6/1青灰色 5YR5/4にぷい赤褐色 ◎ ◎

図27-1 写19－3中下 須恵器 坏 40 (15.2) 6 2 4.1 0．3 N3/0篭灰色 N3/0鯖灰色 N3/0既灰色 ○ ○

図27－2 写19－3 須恵器 甕 30↓ ？
● 3 0 l0BG5/1青灰色 l0BG5/1両灰色 I0BG5/l青灰色 ○ ○

図27－3 写19－3右上 土師器 甕 301 (25.5） 0 7 10YR8/3浅貨笹色 10YR8/3浅貿笹色 l0YR8/3没貫唖色 ○ ○

図27－4 写19－3右下 須恵器 坏 (12.0） ？
■ 0 4 5Y6/1灰色 5Y6/1灰色 5Y6/1灰色 ○ ○

図27－5 写19－3左下 須恵器 坏 40 (12.8） (2 8） (3 8） 0 5 10BG5/1青灰色 l0BG5/1荷灰色 10職G5/1W灰色 ○ ○
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ふりがな ひろおかまえいせきはつくつちょうさほうこ<しよ

書 名 広岡前遺跡発掘調査報(!fW

副齊名 緊急地方道蹄盤備事業IMI迎遺跡発掘鯛査
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発行年月日 西解2004年3月26日

ふI)がな

所収遺跡

ふI)がな

所在地

コ ー ド

市町村 遺跡番号

北緯
O p ”

東経
0 J ” 調査期IM1 調査面積 調壷原因

ひろ鱈かまえいせ8

広岡前遺跡
いわてけんえさししいなせ

岩手県江刺市稲瀬
あざひめj】かfえ

字広岡前246-143

ほか

03212 ME96-

0399

39度

12分

25秒

141度

09分

18秒

2002.09.17
～

2002. 11.28

3,510nf 緊急地方道

路整附事業

に伴う緊急

発掘調迩

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特記事項

広岡前遺跡 典落跡 平安時代 竪穴住居3棟

櫛跡 17条

素掘り井戸 1基

鍛冶炉2基

土坑7基

柱穴33基

土師器

須恵器（鵬啓坏2点含む）

砥石

翰羽l l片

鉄沸（鉄塊系遺物含む）

鍛造剥片

平安時代（9世紀代中

心）の集落遺跡
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